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はじめにはじめにはじめにはじめに    
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、軍事

目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・誤記

録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2 丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2010,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件本書利用者の前提条件本書利用者の前提条件本書利用者の前提条件    
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。 
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1.1.1.1.事前要件事前要件事前要件事前要件    
 

1111----1.1.1.1.NASNASNASNAS 構成構成構成構成    

 

■接続要件 
プロトコル： NFS v2/v3，SMB/CIFS, FTP, Secure FTP, HTTP, Apple Talk 

OS：  Linux, UNIX, WindowsServer2003/2008/XP/Vista/7, MacOS 8.0 以降 

 

■動作不可機能 
・ NFS 以外のフェールオーバー構成 

 

1111----2.2.2.2.iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI ターゲット構成ターゲット構成ターゲット構成ターゲット構成    

 

■接続要件 
iSCSI Initiator： LinuxOpen-iSCSI  software iSCSI initiator 

   Microsoft iSCSI Software Initiator 

   ATTO iSCSI Mac Initiator--Xtend SAN 

   Qlogic ISP4010/4022-based iSCSI TOE HBA Hardware iSCSI initiator 

   Qlogic ISP4032-based iSCSI TOE IPv6 HBA Hardware iSCSI initiator 

 

■動作不可機能 
・ データレプリケーション(rsync)機能 

・ ローカルバックアップ機能 

・ アンチウィルス機能 

 

1111----3.3.3.3.FCFCFCFC ターゲット構成ターゲット構成ターゲット構成ターゲット構成    

 

■ターゲット HBA 要件 
HBA： Qlogic 8Gb/s FC QLE2562 

  Qlogic 4Gb/s FC QLA/QLE2462 

 

■動作不可機能 
・ データレプリケーション(rsync)機能 

・ ローカルバックアップ機能 

・ アンチウィルス機能 

 

1111----4.4.4.4.フェールオーバー構成フェールオーバー構成フェールオーバー構成フェールオーバー構成    

 

■要件 
プロトコル： NFS, iSCSI ターゲット 

NIC ： 最小構成 2 つ 

 

■動作不可機能 
・ データレプリケーション(rsync)機能 

・ ローカルバックアップ機能 

・ アンチウィルス機能 
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2.2.2.2.iXiXiXiX の機能の機能の機能の機能    
 

iX は、1 つのアプリケーションで NAS、iSCSI (ターゲットおよびイニシエータ)、フェールオーバー機能、ファイバチャンネル (ター

ゲットおよびイニシエータ)機能を提供するオールインワンの IP ユニファイド ストレージ です。きわめて優れた管理性と信頼性を

備え、あらゆる規模の組織でベストのソリューションです。 

 

2222----1.1.1.1.iiiiXXXX とはとはとはとは    

 

◆ NAS (Network Attached Storage) ソリューションは、ネットワーク インフラストラクチャに直接接続されるストレージ システム

です。また、NAS ソリューションは独立して機能するため、特別なコントローラまたはホスト アダプタを介してのサーバー接

続は不要です。ここでのストレージは、データ ストレージを提供したり、実際にデータを格納または編成するすべてのシステ

ムを意味します。現在のところ、NAS システムで最も一般に使用されているアプリケーションはデータ ストレージです。 

 

NAS ソリューションは、固有のオペレーティング システム (特殊なハードウェアが加わる場合も多い) を装備しネットワーク内の

サーバーからは独立して機能します。一般的に、このオペレーティング システムはデータの提供 (ファイル サーバー) に特化し

ております。 

 

NAS ソリューションを使用すると、必要に合わせ追加のストレージを既存のネットワークにすばやく簡単に追加でき、コスト効率も

高くなります。 

 
◆ iSCSI (internet SCSI)は、SCSI (Small Computer System Interface) コマンドとデータを TCP/IP パケットにカプセル化して、

一般的な IP インフラストラクチャでストレージ デバイスをサーバーにリンクするプロトコルです。iSCSI を使用すると、LAN、

MAN、WAN、インターネットなどの標準の IP ネットワークを使用して、 SAN (Storage Area Networks) を構築できます。 

 

iSCSI ソリューションは、固有のオペレーティング システムに基づき、これに特殊なハードウェアが加わる場合もあります。通常

は、このオペレーティング システムによって iSCSI テクノロジが運用されます。 

 

iSCSI ソリューションを使用すると、必要に合わせて追加のディスク デバイスを既存のネットワークにすばやく簡単に追加でき、コ

スト効率も高くなります。 

 

iSCSI はクライアント/サーバー アーキテクチャです。iSCSI インターフェイスのクライアントは「イニシエータ」と呼ばれます。イニ

シエータは、iSCSI「コマンド」を発行して、「ターゲット」と呼ばれるサーバーのコンポーネント (論理ユニット) にサービスを要求し

ます。論理ユニット上の「デバイス サーバー」は、iSCSI コマンドを受け取って処理します。 

•  

◆ FC(Fibre Channel)は、iSCS 同様、SCSI (Small Computer System Interface) コマンドとデータを Fibre Channel を通して、サー

バと通信を行プロトコルです。Fibre Channel を使用すると、高パフォーマンスの SAN (Storage Area Networks) を構築できま

す。 

 

FCはクライアント/サーバー アーキテクチャです。FCインターフェイスのクライアントは「イニシエータ」と呼ばれます。イニシエータ

は、SCSI コマンドを発行して、「ターゲット」と呼ばれるサーバーのコンポーネント (論理ユニット) にサービスを要求します。論理

ユニット上の「デバイス サーバー」は、SCSI コマンドを受け取って処理します。 

 

iX は、1 つのオペレーティング システムで NAS と iSCSI および FC の機能を組み合わせて、IP ストレージのための高速で信

頼できるスケーラブルなプラットフォームを提供します。目的がファイル共有、ストレージ統合、バックアップ/リカバリ、仮想化、複

製など何であっても、iX は、優れたコストパフォーマンス、強力な管理性、および高い生産性を提供します。 

 

iX には柔軟性があるため、組織の規模にかかわらず、シンプルなストレージ ニーズから、最も複雑なストレージ ニーズにも対応

できる効果的な NAS ソリューションや IP-SAN/iSCSI、FC-SAN ソリューションを構築できます。 

 

iX は、優れたセキュリティ、安定性、および管理機能を備えて実績ある NAS 及び iSCSI、FC ファミリを継承 

する iX の第５ 世代 IP ユニファイドストレージです。 

iX には、フェールオーバー機能が追加され、特にストレージの集中化に適したデータ スループットとデータ 

保護を提供するようにチューニングされています。 
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2222----2.2.2.2.機能の説明機能の説明機能の説明機能の説明    

iX は、ネットワークに NAS サーバーや iSCSI 、FC テクノロジを実装するための最も簡単な方法の 1 つです。 

 

iX の使用は NAS サーバーまたは iSCSI ターゲットに IP アドレスを割り当てるだけで簡単に開始可能です。既存の DHCP 

サーバーを使用して自動的に IP アドレスを割り当てることも、手動で割り当てることもできます。その他のすべての設定は、暗

号化された HTTPS プロトコルを使用して Web フロントエンドから行います。 

 

iX では、ユーザーが「共有」(さまざまなユーザーまたはユーザー グループが一定のアクセス権を持つネットワーク内のリソー

ス) を作成できます。この共有へのアクセス権は、ユーザーやユーザー グループの設定によって制御可能です。 

 

iX では、クライアント ステーションのユーザーがネットワーク内の任意のサイトからディスク デバイスおよびそのストレージプー

ルにアクセスしたり、iSCSI ターゲットや FC ターゲットのローカル マウントを作成することができます。 

 

2222----3.3.3.3.iXiXiXiX の利点の利点の利点の利点    

一般的にネットワーク環境内のストレージは追加のドライブをインストールするために、ファイル サーバーのシャットダウン、サ

ーバーの再構成が必要です。これは面倒な作業であるうえ、多くの場合、事前にデータを手動でコピーする必要があるため、

多くの時間とコストがかかります。 

 

iX には次のメリットがあります。  

 

� 既存のネットワークにすばやく簡単にストレージを追加でき、コスト効率も高くなります。 

� 複数のサーバーのストレージやバックアップを統合します。 

� データの可用性と効率が向上します。 

� ストレージ管理の一元化によってコストを削減できます。 

� iSCSI で容易に SAN のインストール及び管理を簡略化します。 

 
さらに、iX はソフトウェア RAID をサポートするため、単一ハード ドライブまたは既存のハードウェア RAID に対してソフトウェ

ア RAID を作成できます。 

たとえば、2 つのハードウェア RAID5 に対してソフトウェア ミラーを作成して、きわめて高い信頼性を得ることができます。 
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3.3.3.3.初期設定初期設定初期設定初期設定    
 

3333----1.1.1.1.起動起動起動起動        

装置を電源 ON すると自動的に OS が起動します。ロード中は以下の画面が表示されます。 

 

 

起動プロセスが完了すると iX はネットワーク設定などの基本情報を表示する画面に切り替わります。デフォルトの IP アド

レスは以下の通りです； 

IP address(eth0):  192.168.0.220/24 

IP address(eth1):  192.168.1.220/24 

IP address(eth2):  192.168.2.220/24 

 

 

デフォルト設定で開始されます。 

ネットワークで DHCP サーバーを使用している場合は、iX が自動的に IP 設定にアクセスし IP アドレスを取得するように設定

変更します。 
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左側の CtrlCtrlCtrlCtrl” + “AltAltAltAlt” + “NNNN”.キーを同時に押すことによりネットワーク設定を手動で変更可能です。 

リモートアクセス可能なように設定変更してください。 

F1 キーを押すと、コンソールから使用できるすべての機能が表示されます (下の画面参照)。 

 

 
 

接続が確立されたら、Web ブラウザを使用してすべての設定をリモートで変更できます。ネットワークで変更が必要な場合は、

標準ゲートウェイのアドレスとブロードキャスト アドレスを変更できます。 

 

NOTNOTNOTNOTEEEE    詳細については「コンソール ディスプレイの機能」を参照してください。 

 

3333----2.2.2.2.管理画面ログイン管理画面ログイン管理画面ログイン管理画面ログイン        

iX へは、すべてのネットワーク コンピュータから接続できます。 

接続を確立するには、ブラウザ (Mozilla FireFox 推奨) を使用して、iX サーバーをホストするコンピュータの IP アドレスまたは

名前を URL 入力行に入力します。 

たとえば、https://192.168.0.220 (標準アドレス) または https://dss (名前) と入力します。 

 

 

NOTENOTENOTENOTE    セキュリティの理由から、iX は、暗号化された SSL プロトコル (HTTPS) を使用します。 

 

ここで、暗号証明書の確認を要求されます。iX では、インターネット上に共有を作成できず、イントラネット上でのみ共有を作成

できるため、承認団体によるグローバルな証明書は必要ありません。セッション専用の証明書が提供されます。この証明書は

今後も常に使用できます。 
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次に、ソフトウェアを使用するためのライセンスに同意する必要があります。使用する言語も選択できます。（日本語選択可。た

だし、ライセンス内容の表示は英語のみです。） 

 

 
 

NOTENOTENOTENOTE    iX を初めて起動すると、ページにソフトウェア使用許諾契約と使用可能な言語のオプションが表示されます。

言語は、[言語の設定] を使用して後で変更することもできます。このオプションには、[セットアップ] の [画面

表示] からアクセスできます。 

    

ライセンス使用許諾契約にご同意いただけたら、標準パスワード「「「「admin」」」」を使用して iX にログインできます。このパスワードは

後で変更できます。 

 

この GUI で作業を開始するためのすべてのパラメータを設定できます。 

 

 
    

NOTENOTENOTENOTE    パスワードは、大文字小文字が区別されます。iXにログインできない場合は、Shift キーと Caps Lock キーの

状態を確認してください。 

 

NOTENOTENOTENOTE        Web ブラウザに正しい内容が表示されない場合は、Web ブラウザの設定メニューを使用して、キャッシュと

クッキーを削除してください。 
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3333----3.3.3.3.ボリュームグループ（ボリュームグループ（ボリュームグループ（ボリュームグループ（VGVGVGVG））））の作成の作成の作成の作成    

出荷時状態から、物理ボリューム(＝ユニット)を iX で使用するボリュームとして明示的に割り当てる必要があります。明

示的に割り当てるためには、iX 上でボリューム・グループを作成します。 

 

• メニューから、[構成]    ����[ボリューム マネージャ] そしてユニット・マネジャーを選択します。 

使用可能なドライブ/アレイ (ユニット) のリストが表示されます。 

 

「使用可能」と表示されるユニットに対して、ボリューム・グループ（VG）として設定する場合はここでアクションを選択して

「適用する」ボタンをクリックすればユニットがボリューム・グループとして登録されます。 

 

新規ボリューム・グループは vg00 とされます。 ボリューム・グループ名はデフォルト設定を使用することも可能ですし、

変更も可能です。 

 

[適用する] ボタンをクリックすると、状態が [使用中] に変更され、ボリューム・グループの名称を示す追加情報が表示されま

す。 

 

 

2 個以上のユニットを 1 個のボリューム グループに組み合わせることができます。 

その場合には、追加したいユニットを選択してアクションで「追加先＜ボリューム・グループ名＞」を選択してください。 
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3333----4.4.4.4.論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム(LV)(LV)(LV)(LV)の作成の作成の作成の作成    

NAS、iSCSI、FC、スナップショットそれぞれに割り当てる論理ボリュームを作成します。 

 

メニューから、[構成]    ����[ボリューム マネージャ]    から画面左のツリー図で論理ボリューム(LV）を作成するボリューム・グルー

プ(VG)を選択します。 

 

次に以下画面が表示されますので、アクションで NAS、iSCSI、FC、スナップショット、SWAP のどのボリュ 

ームとして割り当てるかを選択し、「追加：」で容量を設定して、「適用する」をクリックすると論理ボリュー 

ムが作成されます。 

 

■アクション■アクション■アクション■アクション    
NAS  ：Windows、Linux、UNIX、MacOS がファイル共有するためのボリューム 

 iSCSI  ：iSCSI ターゲット(iSCSI ストレージとして使用)となるボリューム 

 FC  ：FC ターゲット(FC ストレージとして使用)となるボリューム 

 スナップショット ：NAS、iSCSI、FC のボリュームのスナップショットを取得するボリューム 

 Modify swap ：Swap 領域の拡張することができる 

 

■オプション■オプション■オプション■オプション    

 

WORM WORM WORM WORM （（（（NAS NAS NAS NAS ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）    
Write Once Read Many の短縮形です。このオプションはNAS ボリュームでのみ設定可能です。 

WORM 設定したNAS ボリュームは一度書き込むと変更できません。WORM 設定は新規ボリューム 

作成の時のみ設定可能です。 

※一度設定された※一度設定された※一度設定された※一度設定されたWORM WORM WORM WORM ボリュームのチェックを外してボリュームのチェックを外してボリュームのチェックを外してボリュームのチェックを外してWORM WORM WORM WORM 設定を解除することはできません。設定を解除することはできません。設定を解除することはできません。設定を解除することはできません。    

 

NOTENOTENOTENOTE        WORM ボリュームには以下の制限があります； 

• ボリューム複製(rsync)は使用できません。 

• WORM 設定された共有はデータ・レプリケーション(rsync)の同期先に設定できません。 

• WORM 設定された共有は NFS を使用して公開することはできません。また、HTTP プロトコルで 

• 共有にアクセスすることもできません。 

• WORM 設定された共有はアンチ・ウィルス検疫用共有フォルダには使用できません。 

• WORM 設定された共有はローカル・バックアップのデータベースをホストできません。 
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NOTENOTENOTENOTE    ボリュームレプリケーションを使用した場合、 NAS (N)、iSCSI (I) 、Fibre Channel (FC) の 

各ボリューム容量は約16TB に制限されます。 

 

Block I/O Block I/O Block I/O Block I/O 、、、、File I/O File I/O File I/O File I/O （（（（iSCSI iSCSI iSCSI iSCSI ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）    
通常ボリュームレプリケーションはブロックI/O ですが、iSCSI ボリュームの場合ファイルI/O を選択 

可能です。ブロックI/O はディスクに直接アクセスする方法で速度が速く、遅延時間が最小限で、 

可用性も高くなります。不利な点は内部動作が複雑なこと、そして一般的にコストが高いことです。 

・ブロックI/O の場合は論理ボリュームに直接アクセスするI/O となります。 

・ファイルI/O の場合はファイル・キャッシュなどの追加レイヤを使用します。 

    

NOTENOTENOTENOTE    VMware やデータベースを使用した場合に十分な安全性と安定性向上を図れるのがファイルI/O 

です。ファイルI/Oは技術的にはIET（iSCSI エンタープライズ・ターゲット）にマウントするXFS パー 

ティションにLUNを構成し、iSCSI ターゲットを割り当てます。 

    

初期化初期化初期化初期化    （（（（iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI、、、、FC FC FC FC ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）    
iSCSI (I) またはFibre Channel (FC) ボリュームを新規作成したときに選択可能なオプションです。 

セキュリティの観点からボリューム作成後に、ボリュームは初期化されます。 

初期化は一度に１ボリュームに対してしか行えません。複数の初期化を指定した場合はWaiting indicator により待ち

時間が表示されます。インジケータ横のボタンをクリックすることにより初期化中のボリュームを順番の最後に移動す

ることが可能です。初期化が始まっていないボリュームの順番を変更することも可能です。 

 

ブロックサイズブロックサイズブロックサイズブロックサイズ    （（（（FC FC FC FC ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）ボリュームのみのオプション）    
Fibre Channel (FC) ボリュームを新規作成したときに選択可能なオプションです。 

ブロックサイズはデータ・ブロックの中間値をバイトで表示したものです。 

選択肢は； 

· 512 bytes (デフォルト)  · 1024 bytes  · 2048 bytes  · 4096 bytes 

ブロックサイズは転送速度とスペース管理に影響します。ブロックサイズが大きいと転送速度は速く 

なりますが、より多くのスペースが必要になります。 

作成されたFC ボリュームを変更する場合、このオプションを使用できません。 

 

NOTENOTENOTENOTE    新しいユニットを追加する際は、スワップ用の 4GB の予約領域がそれぞれに必要です (スワップ 

が作成されていない場合)。ほかに、システム内で使用するための予約領域が 1GB あります。 

予約プールを使用するとシステムは自動的にボリュームにシステム領域を作成します。 

システム領域はレプリケーションの機能によって必要とされるものです。従いまして、この機能を使用 

しない危険性を十分熟知している、試験的に使用する以外の場合は推奨通りにシステム領域を 

確保することをお勧めします。 

 

• スナップショットを使用する、及びスナップショットを利用して機能（データレプリケーション、ローカル・バックアップなど）を

使用する場合はスナップショット領域の設定が必要です。 

• スナップショットボリュームのサイズは、新規論理ボリューム（LV）の１０％以上の領域を確保することを推奨します。ただ

し、環境(差分容量、取得間隔)によって大きく異なるため、容量が足りなくなった場合にはディスクなど追加して、スナップ

ショット領域の拡張を行ってください。 

 

注意！！！注意！！！注意！！！注意！！！    

一度設定した論理ボリュームを小さくすることはできません。また、ユニットが追加された後は

Web 画面からは削除することはできません。 

iX コンソールから CTRL-ALT-X を同時に押した後、enter して表示されるメニューから Remove 

LV を選択することにより論理ボリュームが削除可能となります。ご注意ください。 
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            作成後画面表示例作成後画面表示例作成後画面表示例作成後画面表示例    

 

 

3333----5.5.5.5.シャットダウンおよび再起動シャットダウンおよび再起動シャットダウンおよび再起動シャットダウンおよび再起動    

ここでは iX のシャットダウン及び再起動方法について説明します。 

 

メニューから、[メンテナンス]    ����[シャットダウン]    を選択します。 

 

NOTENOTENOTENOTE    シャットダウンもしくは再起動を行う際は以下の点に注意してください。 

 NAS：   iXをNASで利用しているサーバやクライアントの接続を遮断することを推奨。 

 FC,iSCSI：   必ず接続しているサーバをシャットダウンした状態で実施。 

 フェールオーバー構成： iXの停止順に要注意。 

     (停止順の詳細に関してはフェールオーバーの項目で説明します。) 

 

3-5-1.シャットダウン 

 

■■■■iX WEBiX WEBiX WEBiX WEB インターフェースからのシャットダウンインターフェースからのシャットダウンインターフェースからのシャットダウンインターフェースからのシャットダウン    

    

システムのシャットダウンシステムのシャットダウンシステムのシャットダウンシステムのシャットダウン    
「シャットダウン」をクリックすると、「よろしいですか？」と聞かれますので、「OK」をクリックすると直ぐにシャットダウンが始まり 

ます。 

    

NAS ボリューム 

FC ボリューム 

iSCSI ボリューム 

スナップショットボリューム 
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シャットダウンのスケジュールの作成シャットダウンのスケジュールの作成シャットダウンのスケジュールの作成シャットダウンのスケジュールの作成    
「曜日」、「スタート時間」、「毎週か隔週」のスケジュールを設定して、「適用する」をクリックするとシャットダウンスケジュールが作

成されます。 

    

■■■■iX iX iX iX コンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウン    
    「Ctrl」+「Alt」+「S」キーを押すと、以下画面が表示され、「Yes」を選択するとすぐにシャットダウンが開始されます。 

 

 

3-5-2.再起動 

    

システムの再起動システムの再起動システムの再起動システムの再起動        
「再起動」をクリックすると、「よろしいですか？」と聞かれますので、「OK」をクリックすると直ぐに再起動が開始されます。    

    

再起動のスケジュールの作成再起動のスケジュールの作成再起動のスケジュールの作成再起動のスケジュールの作成    
「曜日」、「スタート時間」、「毎週か隔週」のスケジュールを設定して、「適用する」をクリックすると再起動スケジュールが作成され

ます。   

    

■■■■iX iX iX iX コンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウンコンソールからのシャットダウン    

        
「Ctrl」+「Alt」+「K」キーを押すと、以下画面が表示され、「System restart」を選択し、「Yes」を選択 

 するとすぐに再起動が開始されます。 
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4.4.4.4.NASNASNASNAS 共有の設定共有の設定共有の設定共有の設定    
 

4444----1.1.1.1.NASNASNASNAS の基本設定の基本設定の基本設定の基本設定    

ここでは、ドメイン認証の設定、プロトコルや機能を有効にするかを設定する項目になります。 

 

4-1-1.認証設定 

サーバー管理者は、NAS 共有への次のいずれかのユーザー認証方法を選択できます。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

ワークグループワークグループワークグループワークグループ ( ( ( (内部内部内部内部 LDAP)  LDAP)  LDAP)  LDAP)     
この場合は、NAS リソース メニューですべてのユーザー/グループ アカウントを作成する必要があります。[ワークグループ] 欄

には、ネットワーク ワークグループ名を入力してください。新ユーザーはデフォルトで Users グループに割り当てられます。 

 

NOTENOTENOTENOTE ワークグループ／ドメイン名はネットワークで設定されているのと同じもの iX にも設定してください。異なっていると 

ネットワークが共有部分を認識できません。 

 

NOTENOTENOTENOTE iX でワークグループまたはサーバー名を変更した場合、Windows ネットワーク内の各コンピューターが新しい名前 

を認識するまで時間がかかることがあります。 

 

ワークグループワークグループワークグループワークグループ ( ( ( (外部外部外部外部 LDAP)  LDAP)  LDAP)  LDAP)     
外部 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) の場合、NAS サーバーは外部 LDAP サーバーのユーザー/グループをイ

ンポートします。ワークグループ、サーバーIP アドレス欄に入力してください。詳細設定では、ベース DN、LDAP 管理者 DN (識

別名)、および LDAP 管理者パスワードを設定できます。ベース DN は、「dc=server,dc=nas」(DC: ドメイン コンポーネント) のよ

うな形式になります。「server」と「nas」は、リモート LDAP サーバーと全く同じ設定にしてください。 

LDAP 管理者 DN では、以前に入力した DN に「cn=admin」(CN: 共通名) などのプレフィックスを付けて設定する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーは [人]、グループは [グループ]、コンピュータは [コンピュータ] の組織単位 (OU) にそれぞれ保存する必要がありま

す。 

 

右の図は組織の例を示します。 
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Windows (PDC) Windows (PDC) Windows (PDC) Windows (PDC)     
この場合、NAS サーバーは、ユーザー認証に Windows プライマリ ドメイン コントローラ ユーザー データベースを使用します。

この方法は、NT ドメインの場合に有効です。ADS ネイティブ モードを実行している場合は Windows (ADS) を使用してください。 

 

注意！！注意！！注意！！注意！！    

 

 

Windows (ADS) Windows (ADS) Windows (ADS) Windows (ADS) アクティブ・ディレクトリ・サービスアクティブ・ディレクトリ・サービスアクティブ・ディレクトリ・サービスアクティブ・ディレクトリ・サービス    
Windows 2000/2003/2008 ADS サーバーで使用する場合に選択するオプションです。 

• Windows 2000/2003/2008 サーバーの領域名を入力します。 

• 領域名は、Windows システムの [マイ コンピュータ] を右クリックして [プロパティ] を選択し、[コンピュータ名] タ

ブをクリックします。表示されているドメイン名が領域名です。 

• KDC IP アドレスは、その領域と同じシステムから取得する必要があります。 

• 管理者のログイン名とパスワードを入力します。 

• [適用] をクリックして、Windows (ADS) ドメインに接続します。 

    

    

NOTENOTENOTENOTE    ADS を認証方法として設定している NAS 共有に AFP（AppleTalk Filing Protocol）を使用して接続する場合は Mac ワー

クステーションのプロンプトのユーザー名、パスワードは以下の通り入力して下さい。ユーザー名：

DOMAIN_NAME+USER_NAME ( "+" 文字も必要!) DNS サーバーの IP アドレスはドメインコントローラの IP アドレスと

同じに設定して下さい。 

 

非サポートの機能となりますので、Windows Server 2003 以降の AD サーバで以下 ADS を選択してドメイン

認証して頂くようお願いします。 
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ワークグループワークグループワークグループワークグループ (NIS  (NIS  (NIS  (NIS サーバーサーバーサーバーサーバー) ) ) )     
NIS (ネットワーク情報サービス) サーバーのユーザー/グループ データベースを使用する場合は、このオプションを選択してくだ

さい。 

 

NOTENOTENOTENOTE    ●●●●ワークグループ名の先頭または末尾にスペースは使用できません。また、特殊文字~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=` を 

使用することはできません。 

●認証方法を変更すると、ACL (アクセス制御リスト) が失われる可能性があります。このような場合は、すべての 

共有に対してユーザー/グループのアクセス権を設定し、ACL をリセットしてください。 

●smb authentication が有効な場合は、Windows レジストリの 

『HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\lanmanworkstation\parameters\』  

を編集し、enableplaintextpassword キーの値を「1」に変更します。 

 

4-1-2.各プロトコルの有効化 

次に NAS で使用するプロトコルのサービスを有効化する必要があります。 

 

NFSNFSNFSNFS の有効化の有効化の有効化の有効化    
「NFS の使用」にチェックを入れて「適用する」をクリックすることで NFS が有効化されます。 

 

 

FTPFTPFTPFTP の有効化の有効化の有効化の有効化    
「FTP の使用」にチェックをいれて「適用する」をクリックすると、FTP 接続の有効化されます。 

 

 

デフォルトで適用した場合 

ユーザー:    anonymous 

パスワード:   123  

最大接続数：  200 

ホストごとの最大クライアント数： 5 

暗号化：   SSL/TLS 
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AFP(Apple Talk)AFP(Apple Talk)AFP(Apple Talk)AFP(Apple Talk)の有効化の有効化の有効化の有効化    
「Apple Talk(AFP)の使用」にチェックを入れて「適用する」をクリックすることで NFS が有効化されます。 

 

SMB(CIFS)SMB(CIFS)SMB(CIFS)SMB(CIFS)の有効化の有効化の有効化の有効化 
デフォルトでサービスが有効になっており、無効化することはできない仕様となっております。 

 

HTTPHTTPHTTPHTTP の有効化の有効化の有効化の有効化    
「HTTP 共有アクセス・セットアップ」で「HTTP 共有ブラウザを使用する」にチェックを入れて、「アクセス許可 IP」にアクセ

ス許可するマシンの IP アドレスを入力して、「適用する」をクリックすると有効化されます。 

 

 

NOTENOTENOTENOTE    「アクセス許可 IP」が Blank(空白)で適用すると全てのクライアントから参照することができます。 
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4444----2.2.2.2.NASNASNASNAS リソースリソースリソースリソース    

ここでは、実際共有するディレクトリの作成やアクセス権の設定、ローカルユーザ・グループの作成、クォータの管理など

設定ができます。 

    

4-2-1.共有の作成 

 

次に共有を作成します。上部メニューから「構成」の「NAS リソース」をクリックしてください。 

「新しい共有の作成」で、任意の共有ディレクトリ名を入力して、「適用する」をクリックすることにより共有を作成します。 

 

注意！！注意！！注意！！注意！！    

    

4-2-2.Windows システムから共有へのアクセス 

 

■■■■iX WEBiX WEBiX WEBiX WEB インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定    (SMB)(SMB)(SMB)(SMB)    

最初に iX 上で Windows からアクセスできるようアクセス権の設定行います。 

 

• 「構成」 ����    「NAS リソース」 ���� 「共有」で、4-2-1.で作成した共有をクリックします。 

• 「SMB 設定」でゲストアクセスするかユーザ(ローカル、ドメイン)アクセスするか選択し、「適用する」

をクリックすることで、iX 側の SMB(CIFS)接続設定が完了となります。 

  読み取り専用 ：アクセスを読み取りのみに設定(チェックなしは書き込みも可能です。) 

  表示設定 ：参照リストで共有を非表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

                

共有名に「share」という名前は設定しないでください。エイリアスも share となり挙動がおかしくなる可能性

があります。 
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大容量ディレクトリを取扱中大容量ディレクトリを取扱中大容量ディレクトリを取扱中大容量ディレクトリを取扱中    
このオプションを使用することによりファイルをリストアップする速度を大きく向上させることが可能です。速度向上はすべてのファ

イル名、フォルダ名を大文字または小文字のどちらかに使用限定することにより行います。チェックボックスをチェックして表示さ

れる選択肢に大文字又は小文字を選択してください。 

 

NOTENOTENOTENOTE    ●●●●既存のファイル、フォルダ名はここの設定に合わせてください。基準に合わないフォルダ名、ファイル名は表示され 

なくなります。    

 ●大文字、小文字の区別の問題が入るため、Unix 系システムではこの操作が問題となる場合があります。事前に十 

分調査してください。Windows 系システムでは問題ありません。 

 

Guest(Guest(Guest(Guest(パスワードなしのユーザーパスワードなしのユーザーパスワードなしのユーザーパスワードなしのユーザー))))    
 どのクライアントからでも匿名ユーザ(guests)としてアクセスが可能になります。 

 

パスワード付きユーザーパスワード付きユーザーパスワード付きユーザーパスワード付きユーザー    
 [ユーザー共有アクセス (SMB/FTP/AFP)] および [グループ共有アクセス (SMB/FTP/AFP)]で許可設定されたユー 

 ザ(もしくはグループ)だけがアクセスできるようになります。 

 現在選択している共有にアクセスを許可するユーザーは選択可能なユーザーリストから ボタンをクリックすること 

によりアクセス許可されたユーザーリストに移動してください。アクセスの許可を取り 

 消す場合は  ボタンでそのユーザーを許可リストから外してください。 



doc_cl2nas_ix_v6_swist_v1.1.doc 

18 

NOTENOTENOTENOTE    次のキーボード操作を使用可能です。リスト内がハイライトの状態で以下を選択可能です；  

•••• Home: 最初の選択肢にジャンプします 

•••• End: 最後の選択肢にジャンプします 

•••• Shift + 矢印キー: 複数の選択肢を選択します 

•••• 文字キー: その文字で始まる最初の選択肢にジャンプします 

 

 

■■■■WindowsWindowsWindowsWindows 設定設定設定設定    
 

新しく作成された共有部分へのアクセスは Windows エクスプローラなどを使用するかネットワークドライブとして割り当 

てを行います。 

 

エクスプローラでアクセスする場合はアドレス入力欄に iX の IP アドレスを入力すればすべての共有部分にアクセス可 

能となります。（本例では\\192.168.0.22 またはサーバー名：dss）新しい共有部分がネットワーク内で認識されるまで 

に時間がかかる場合がありますのでご注意ください。また、隠れている共有部分にアクセスするときは IP アドレスに続 

いて共有名を￥マークのあとに入力する必要があります。(本例では\\192.168.0.22\share1) 
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ネットワークドライブとして割り当てしてアクセスを行う場合には、「ネットワ

ーク」(マイネットワーク)アイコンを右クリックして、「ネットワーク ドライブの

割り当て」を選択します。 

 

 

 

 

 

次 に 割 り 当 て る ド ラ イ ブ を 選 択 し て 、 フ ォ ル ダ ー 名 を

「\\192.168.0.22\share1」を入力して「完了」クリックすると、新たなにドライブとしてアクセスが可能になります。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

NOTENOTENOTENOTE    
●ドメイン認証されている場合は、ドメインのユーザ名、パスワードでログインしてください。すでに ADS に登録されてい 

  るドメインユーザでWindowsにログインしている場合には、「別の資格情報を使用して接続する」にチェックを入れる必 

要はありません。 

 

●認証方法が内部 LDAP を指定している場合は、iX 上にローカルユーザを作成して、そのユーザ名、パスワードでネッ 

トワークドライブの接続を行ってください。 

 

●iX は、Windows ACL (アクセス制御リスト) の読み取り、書き込み、実行オプションをサポートしますが、SGI による  

POSIX 標準に基づいています。 

 

ACLACLACLACL 使用例（使用例（使用例（使用例（ADSADSADSADS 認証時）認証時）認証時）認証時）    
すべてのユーザー (グループ) に対して 1 つのディレクトリへのアクセスを拒否する  

① 新しいフォルダを作成するか、既存のフォルダの 1 つを選択します (ACL アクセス許可を設定するには、所有

者であるか、スーパーユーザーである必要があります)*。 

② ディレクトリのプロパティに移動します (ディレクトリを右クリックし、[プロパティ] を選択します) 

③ [セキュリティ] タブを選択します。 

④ [Everyone] グループを選択します。 

⑤ [削除] ボタンをクリックします。自分と自分のグループだけが選択したディレクトリにアクセスできるようになりま

す**。 

⑥ [適用] ボタンをクリックします。 

これで、自分だけがこのディレクトリへのアクセス許可を持つようになります。 

 

「WORK」グループに対してこのディレクトリへのフル アクセスを許可する 

① WORK グループが作成されていることを確認します。 

② [セキュリティ] ウィンドウで、[追加] ボタンをクリックします。 

③ [削除] ボタンをクリックします (手順 1)。 

④ 「WORK」グループ ([Advanced (詳細)] ���� [Find Now (検索開始)] を選択すると、すべてのユーザーとグループ

が表示されます) を選択し、[OK] をクリックします。 

⑤ [許可] 列で [フル コントロール] を有効にします。 

⑥ [適用] ボタンをクリックします。 
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Everyone に対してファイルへの「読み取り専用」アクセス許可を設定する 

① 新しいファイルを作成します (アクセス許可を設定するには、所有者であるか、スーパーユーザーである必要が

あります)*。 

② [アクセス許可] ウィンドウに移動します。 

③ [Everyone] をグループとして選択します。 

④ [許可] 列の  [読み取り] アクセス許可だけを選択します。 

⑤ [適用] ボタンをクリックします。 

⑥ 自分と自分のグループに対しても同じ手順を実行します。 

• これで、「Everyone」グループは、このファイルへの「読み取り専用」アクセス許可を持つようになりますｃ。 

 

ディレクトリの所有者を変更する 

① iX の Web インターフェイスで、「NAS リソース」 ���� 「共有」 を選択します。 

② 「ACL (Access control list)」で所有者を変更したいディレクトリを選択して、[アクセス許可]で新オーナーを設定し、

接続を再起動するか ([メンテナンス] ���� [接続] ���� [NAS 接続のリセット] ���� [SMB 接続のリセット]にチェック入

れて、「リセット」を実施)、約 15 秒待機します。 

③ 今度はアクセスしてる Windows 側でディレクトリ/ファイルのプロパティに移動します (ディレクトリを右クリックし、

[プロパティ] を選択して、[セキュリティ] タブをクリックします)。 

④ [適用] ボタンをクリックします。 

⑤ [所有者] タブを選択します。 

⑥ [他のユーザーまたはグループ] ボタンをクリックし、新しい所有者にするユーザーを選択して ([詳細)] ���� [検索

開始] を選択すると、すべてのユーザーとグループが表示されます)、[OK] をクリックします***。 

⑦ リストからユーザーを選択し、[OK] をクリックし、[適用] ボタンをクリックします。 

⑧ [OK] をクリックし、このウィンドウを再度開くと、所有者が更新されます。 

 

「BIG BOSS」ユーザーに対してディレクトリへのフル アクセスを許可する 

① 「BIG BOSS」ユーザーが存在することを確認します。 

② [セキュリティ] ウィンドウで、[追加] ボタンをクリックします。 

③ 「BIG BOSS」ユーザー ([Advanced (詳細)] ���� [Find Now (検索開始)] を選択すると、すべてのユーザーとグル

ープが表示されます) を選択し、[OK] をクリックします。 

④ [許可] 列で [フル コントロール] を有効にします。 

⑤ [適用] ボタンをクリックします。 

 

「COMPANY」グループに対してこのディレクトリへの読み取りアクセスを許可する 

① 「COMPANY」グループが存在することを確認します。 

② [セキュリティ] ウィンドウで、[追加] ボタンをクリックします。 

③ 「COMPANY」グループ ([Advanced (詳細)] ���� [Find Now (検索開始)] を選択すると、すべてのユーザーとグル

ープが表示されます) を選択し、[OK] をクリックします。 

④ [許可] 列で [読み取りと実行] を有効にします。 

⑤ [適用] ボタンをクリックします。 

 

「ALL」グループに対して「読み取り専用」のディレクトリと「フル アクセス」のサブディレクトリを作成する (アクセス許可の継承

を使用) 

① 「ROOT」フォルダを作成します。 

② [セキュリティ] ウィンドウに移動します。 

③ [Everyone] とあなたのグループを削除します。 

④ [Advanced (詳細)] ボタンをクリックし、[追加] ボタンをクリックします。 

⑤ 「All」 グループを選択し、[OK] をクリックします。[Apply onto] を [This folder only] に変更します。 

⑥ アクセス許可では、[フォルダのスキャンとファイルの実行] と [フォルダの一覧/データの読み取り] だけを選択

します。 [OK] をクリックします。 

⑦ 再度 [追加]  ボタンをクリックし、「All」グループを追加します。今度は“Apply onto”を” Subfolders and files 

only ”に変更します。(このステップを踏むことによりファイル･フォルダへのアクセス権限が継承されます。） 

⑧  [フル コントロール] を選択し、[OK] をクリックします。 

⑨ [適用] をクリックしてアクセス許可を保存します。 

以上の設定では、「All」グループのユーザーが「ROOT」フォルダを削除したり、フォルダの内容を変更することはできま

せん。すべての新しいファイル/フォルダは、継承されたアクセス許可に基づいて作成されます。 

例: 

---- /ROOT/some_file.txt  /ROOT/some_file.txt  /ROOT/some_file.txt  /ROOT/some_file.txt ファイルは変更できますが、削除することはできません。ファイルは変更できますが、削除することはできません。ファイルは変更できますが、削除することはできません。ファイルは変更できますが、削除することはできません。    

---- /ROOT/directory  /ROOT/directory  /ROOT/directory  /ROOT/directory ディレクトリは削除できませんが、「ディレクトリは削除できませんが、「ディレクトリは削除できませんが、「ディレクトリは削除できませんが、「AllAllAllAll」グループのユーザーは、このデ」グループのユーザーは、このデ」グループのユーザーは、このデ」グループのユーザーは、このディレクトリ内にフォルダやフィレクトリ内にフォルダやフィレクトリ内にフォルダやフィレクトリ内にフォルダやフ

ァイルを作成できます。ァイルを作成できます。ァイルを作成できます。ァイルを作成できます。    
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---- /ROOT/directory/my_file.txt  /ROOT/directory/my_file.txt  /ROOT/directory/my_file.txt  /ROOT/directory/my_file.txt ファイルは、「ファイルは、「ファイルは、「ファイルは、「AllAllAllAll」グループのユーザーが削除および変更できます」グループのユーザーが削除および変更できます」グループのユーザーが削除および変更できます」グループのユーザーが削除および変更できます ( ( ( (継承されたアクセ継承されたアクセ継承されたアクセ継承されたアクセ

ス許可が変更されていない場合ス許可が変更されていない場合ス許可が変更されていない場合ス許可が変更されていない場合))))。。。。    

 

継承されたアクセス許可継承されたアクセス許可継承されたアクセス許可継承されたアクセス許可    
 ファイルまたはディレクトリが継承されたアクセス許可を持つ場合、新しく作成されるすべての  

 サブフォルダはメイン フォルダのアクセス許可を継承します。すべてのアクセス許可は変更 

 できます。メイン フォルダでアクセス許可を変更すると、そのサブフォルダに継承されたアクセス 

 許可も同様に変更されることに注意してください。 

 

Windows Windows Windows Windows におけるにおけるにおけるにおける UNIX  UNIX  UNIX  UNIX 権限権限権限権限    

 

アクセス許可 - - x r - - - w - r - x r w - - w x r w x 

フォルダのスキャン/ファイルの

実行 

Ö   Ö  Ö Ö 

フォルダの一覧/データの読み

取り 

 Ö  Ö Ö   

属性の読み取り Ö Ö  Ö Ö Ö Ö 

拡張属性の読み取り  Ö  Ö Ö  Ö 

ファイルの作成/データの書き込

み 

  Ö  Ö Ö Ö 

フォルダの作成/データの追加   Ö  Ö Ö Ö 

属性の書き込み   Ö  Ö Ö Ö 

拡張属性の書き込み   Ö  Ö Ö Ö 

サブフォルダとファイルの削除       Ö 

削除       Ö 

アクセス許可の読み取り Ö Ö Ö Ö Ö Ö Ö 

アクセス許可の変更       Ö 

所有権の取得       Ö 



doc_cl2nas_ix_v6_swist_v1.1.doc 

22 

次は、小規模企業における ACL アクセス許可の適用例です。 

 この会社には 10 人のユーザーがいます。 

名前 グループ 役職 権限 

Chris Firma  社長 すべてに対するすべての権利 

Robert Firma マネージャ すべてに対するすべての権利  

社長のホーム ディレクトリを除く 

Jennifer Firma 秘書 「DOCUMENTS」ディレクトリへの読み取りアクセス 

Clint Firma Developers 主任 開発者 「DEVELOPERS」ディレクトリの読み書きアクセス   

「CHANGES」ディレクトリの読み書きアクセス  

Brad Firma Developers 開発者 「DEVELOPERS」ディレクトリの読み取り 

「Changes」ディレクトリの読み書き  

Johnny Firma Developers 開発者 「DEVELOPERS」ディレクトリの読み取り 

「Changes」ディレクトリの読み書き 

Tom Firma Developers 開発者 「DEVELOPERS」ディレクトリの読み取り 

「Changes」ディレクトリの読み書き 

John Firma Graphics グラフィック デザイナー 「GRAPHICS」ディレクトリの読み取り 

「Changes」ディレクトリの読み書き 

Be Firma Graphics グラフィック デザイナー 「GRAPHICS」ディレクトリの読み取り 

「Changes」ディレクトリの読み書き 

Bill Firma 事務員 自分のホーム ディレクトリへのアクセスのみ 

    

最初にドメイン内にユーザーとグループを作成する最初にドメイン内にユーザーとグループを作成する最初にドメイン内にユーザーとグループを作成する最初にドメイン内にユーザーとグループを作成する        

① [スタート] ���� [プログラム] ���� [管理ツール] ���� [Active Directory ユーザーとコンピュータ] メニュ

ーを選択します。 

② ドメイン名を右クリックし、[新規作成] ���� [ユーザー] を選択します。 

③ 必要なフィールドをすべて入力して、Chris ユーザーを作成します。 

④ すべてのユーザーを作成します (手順 2 に戻ります)。 

⑤ ドメイン名を右クリックし、[新規作成] ���� [グループ] を選択します。 

⑥ Developers、Graphics、Company の各グループを作成します。 

⑦ グループにユーザーを追加します。[Developers] グループを右クリックし、[メンバー] タブで [追

加] をクリックします。各グループ (Company、Developers、Graphics) にユーザーを追加しま

す。 

    

Windows Windows Windows Windows ドメインに接続するドメインに接続するドメインに接続するドメインに接続する    

① iX Web インターフェイスの [構成] ���� [NAS の基本設定] に移動し、[ADS]を選択します。 

② ドメイン名を入力します。ADS の場合は完全なドメイン名 (例: COMPANY.COM.DE) を入力しま

す。 

③ ドメイン/Kerberos サーバー IP を入力します。 

④ ドメインの既存の管理者ユーザー アカウントの名前とパスワードを入力します。 

⑤ [適用] ボタンをクリックして、ドメイン認証します。 

 

共有を作成し、アクセス許可を設定する共有を作成し、アクセス許可を設定する共有を作成し、アクセス許可を設定する共有を作成し、アクセス許可を設定する    

① Company 共有を作成します (iX Web インターフェイスの ���� [構成] ����    [NAS リソース] ���� [共

有])。 

② すべてのグループにアクセス許可を設定するか、Company グループだけを選択します。

\\YOUR_NAS_SERVER_NAME\\Company 共有に移動します。 

③ WORK、HOME、FORALL の各フォルダを作成します。 

④ 右クリックし、[プロパティ] � [セキュリティ] を選択して、Work フォルダのアクセス許可を設定し

ます。 

⑤ Everyone のアクセスを拒否し (手順 1)、所有者をフル アクセス付きで Chris に変更し (手順 

4)、フル アクセス付きで Robert を追加します。 

⑥ WORK フォルダ内に、DEVELOPER、GRAPHIC、DOCUMENTS、CHANGES の各フォルダを作

成します。 
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⑦ DEVELOPER ディレクトリの所有者を Clint (フル アクセス) に変更します。読み取り専用アクセ

スで Developers グループを追加します。 

⑧ GRAPHIC ディレクトリへのフル アクセス付きで Graphics グループを追加します。 

⑨ CHANGES ディレクトリの所有者を Clint (フル アクセス) に変更します。フル アクセス付きで 

Graphics グループと Developers グループを追加します。 

⑩ DOCUMENTS ディレクトリに読み取り専用アクセスで秘書を追加します。 

⑪ HOME ディレクトリに、各ユーザーのプライベート ディレクトリを作成し、ユーザーを変更します 

(所有者とディレクトリ名を同じにします)。Company グループのアクセスを削除します (手順 1)。 

⑫ FOR ALL ディレクトリへのフル アクセス付きで Company グループを追加します。 

 

*  *  *  *      スーパーユーザーを使用している場合は、すべてのファイルとディスーパーユーザーを使用している場合は、すべてのファイルとディスーパーユーザーを使用している場合は、すべてのファイルとディスーパーユーザーを使用している場合は、すべてのファイルとディレクトリがローカルレクトリがローカルレクトリがローカルレクトリがローカル    

ROOT ROOT ROOT ROOT ユーザーとして作成されます。ユーザーとして作成されます。ユーザーとして作成されます。ユーザーとして作成されます。    

    

**  **  **  **      継承されたアクセス許可がない新しいディレクトリには、最初は継承されたアクセス許可がない新しいディレクトリには、最初は継承されたアクセス許可がない新しいディレクトリには、最初は継承されたアクセス許可がない新しいディレクトリには、最初は ACL  ACL  ACL  ACL アクセス許可がありアクセス許可がありアクセス許可がありアクセス許可があり

ません。標準のません。標準のません。標準のません。標準の UNIX  UNIX  UNIX  UNIX 権限権限権限権限 0777  0777  0777  0777 だけがあります。だけがあります。だけがあります。だけがあります。Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003 の場合は、の場合は、の場合は、の場合は、[[[[セキュリテセキュリテセキュリテセキュリテ

ィィィィ] ] ] ] ウィンドウの標準ビューにすべての特殊なアクセス許可が表示されます。ウィンドウの標準ビューにすべての特殊なアクセス許可が表示されます。ウィンドウの標準ビューにすべての特殊なアクセス許可が表示されます。ウィンドウの標準ビューにすべての特殊なアクセス許可が表示されます。Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 

の場合は、標準ビューではなく、詳細ビューにアクセス許可が表示されます。このディレクトの場合は、標準ビューではなく、詳細ビューにアクセス許可が表示されます。このディレクトの場合は、標準ビューではなく、詳細ビューにアクセス許可が表示されます。このディレクトの場合は、標準ビューではなく、詳細ビューにアクセス許可が表示されます。このディレクト

リに対してリに対してリに対してリに対して ACL  ACL  ACL  ACL を有効にするには、最初に、を有効にするには、最初に、を有効にするには、最初に、を有効にするには、最初に、Everyone Everyone Everyone Everyone に対してに対してに対してに対して [ [ [ [フルフルフルフル    アクセスアクセスアクセスアクセス] ] ] ] を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、[[[[適用適用適用適用] ] ] ] ボタンをクリックします。自分のグループとユーザーに対しても同じ手順を実行しボタンをクリックします。自分のグループとユーザーに対しても同じ手順を実行しボタンをクリックします。自分のグループとユーザーに対しても同じ手順を実行しボタンをクリックします。自分のグループとユーザーに対しても同じ手順を実行し

ます。このディレクトリ内に作成されるサブディレクトリには、親からます。このディレクトリ内に作成されるサブディレクトリには、親からます。このディレクトリ内に作成されるサブディレクトリには、親からます。このディレクトリ内に作成されるサブディレクトリには、親から ACL  ACL  ACL  ACL アクセス許可がアクセス許可がアクセス許可がアクセス許可が

継承されます。アクセス許可が継承される場合は、継承されます。アクセス許可が継承される場合は、継承されます。アクセス許可が継承される場合は、継承されます。アクセス許可が継承される場合は、[[[[許可許可許可許可] ] ] ] 列が灰色になります。アクセス列が灰色になります。アクセス列が灰色になります。アクセス列が灰色になります。アクセス

許可を無効にするには、許可を無効にするには、許可を無効にするには、許可を無効にするには、[[[[拒否拒否拒否拒否] ] ] ] 列を使用します。列を使用します。列を使用します。列を使用します。    

ACL ACL ACL ACL アクセス許可を変更する場合は、アクセス許可を変更する場合は、アクセス許可を変更する場合は、アクセス許可を変更する場合は、1 1 1 1 つのグループの新しいアクセス許可が他のユーつのグループの新しいアクセス許可が他のユーつのグループの新しいアクセス許可が他のユーつのグループの新しいアクセス許可が他のユー

ザーザーザーザー////グループまたはこれらのアカウントの組み合わせのアクセス許可と競合していないかグループまたはこれらのアカウントの組み合わせのアクセス許可と競合していないかグループまたはこれらのアカウントの組み合わせのアクセス許可と競合していないかグループまたはこれらのアカウントの組み合わせのアクセス許可と競合していないか

どうかを常に確認してください。どうかを常に確認してください。どうかを常に確認してください。どうかを常に確認してください。Windows 2003Windows 2003Windows 2003Windows 2003/2008/2008/2008/2008    は、このような変更の処理がは、このような変更の処理がは、このような変更の処理がは、このような変更の処理が    

Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 より優れています。より優れています。より優れています。より優れています。    

    

*** *** *** ***     この機能はこの機能はこの機能はこの機能は Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003/2008/2008/2008/2008    で使用できます。その他ので使用できます。その他ので使用できます。その他ので使用できます。その他の Windows  Windows  Windows  Windows バージョンでは、バージョンでは、バージョンでは、バージョンでは、

自分のユーザーだけを選択できます。自分のユーザーだけを選択できます。自分のユーザーだけを選択できます。自分のユーザーだけを選択できます。    

    

**** **** **** ****     Kerberos Kerberos Kerberos Kerberos は、セキュリティは、セキュリティは、セキュリティは、セキュリティ    キーを配布するためのサーバーです。通常はドメイン内にありキーを配布するためのサーバーです。通常はドメイン内にありキーを配布するためのサーバーです。通常はドメイン内にありキーを配布するためのサーバーです。通常はドメイン内にあり

ますが、外部サーバーにある場合もあります。ますが、外部サーバーにある場合もあります。ますが、外部サーバーにある場合もあります。ますが、外部サーバーにある場合もあります。Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003 Windows 2003 の場合、このサーバーは指の場合、このサーバーは指の場合、このサーバーは指の場合、このサーバーは指

定されているキー定されているキー定されているキー定されているキー    タタタタイプを無視し、ホスト名ではなくイプを無視し、ホスト名ではなくイプを無視し、ホスト名ではなくイプを無視し、ホスト名ではなく IP  IP  IP  IP を入力した場合にのみ承認が機を入力した場合にのみ承認が機を入力した場合にのみ承認が機を入力した場合にのみ承認が機

能します。能します。能します。能します。    
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4-2-3.Linux/UNIX システムからの共有へのアクセス 

 

■■■■iX WEBiX WEBiX WEBiX WEB インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定インターフェース設定    (NFS)(NFS)(NFS)(NFS)    
 最初に iX 上で NFS からアクセスできるようアクセス権の設定行います。事前に 4-1-2.で NFS の 

 使用が有効になっていることを確認してください。 

 

• 「構成」 ����    「NAS リソース」 ���� 「共有」で、4-2-1.で作成した共有をクリックします。 

• 「NFS 共有アクセス」 ����    「NFS の使用」にチェックをいれ、各種オプションを設定して、「適用する」ボタンをクリックする

と設定が反映されます。 

•  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

アクセス許可アクセス許可アクセス許可アクセス許可 IP IP IP IP        NFS へのアクセスを許可する IP またはアドレスの範囲を入力します。1 つの IP、セミコロン 

        で区切った複数の IP、または IP アドレスの範囲を入力できます。書き込み許可リストに追加 

されなかった IP アドレスは、読み取り専用アクセスになります。 

書き込み許可書き込み許可書き込み許可書き込み許可 IP IP IP IP        NFS への書き込みを許可する IP またはアドレスの範囲を入力します。1 つの IP、セミコロン 

で区切った複数の IP、または IP アドレスの範囲を入力できます。 

保護なし保護なし保護なし保護なし            1024 より大きなポートからの受信接続を許可します。 

同期同期同期同期            このオプションを有効にすると、ローカル ファイル システムは NAS サーバーにデータが書き 

込まれるまで待機します。NFS のパフォーマンスは低下しますが、データは NAS サーバーに 

直接書き込まれ、システム キャッシュには保存されません。 

保護なしロック保護なしロック保護なしロック保護なしロック        ロック要求の認証を無効にします。一部の NFS クライアントはロック要求と共に資格情報を送 

信しないため、セキュリティで保護されたロックでは正しく機能しません。この場合は、全ユーザ 

ー読取可能なファイルだけをロックできます。このようなクライアントがある場合は、[保護なしロ

ック] オプションを使用できます。 

すべてスカッシュすべてスカッシュすべてスカッシュすべてスカッシュ        すべてのユーザー ID を nobody ユーザーにマップし、すべてのグループ ID を nogroup グ 

ループにマップします。 

ルートのスカッシュなしルートのスカッシュなしルートのスカッシュなしルートのスカッシュなし    クライアント マシンのユーザー ルートに NAS サーバー上のファイルへのアクセス レベルと 

   同じアクセス レベルを提供するには、このオプションを選択してください。そうしない場合、クラ 

   イアントマシンのユーザー ルートは、NAS サーバーの nobody ユーザーにマップされます。 

 

NOTENOTENOTENOTE    「アクセス許可 IP」フィールドと 「書き込み許可 IP」 フィールドを空のままにすると、サブネット内のすべてのコンピュ 

ータが NFS への書き込みアクセス権を持つようになります。[アクセス許可 IP] を設定し、[書き込み許可 IP] フィー 

ルドを空白にすると、指定されたコンピュータは読み取り専用アクセス権だけを持ち、書き込みアクセス権は持たなくな 

ります。[書き込み許可 IP] を設定し、[アクセス許可 IP] フィールドを空白にすると、指定された IP は書き込みアク 

セス権を持ち、サブネット内の 

 すべてのコンピュータは読み取り専用アクセス権を持つようになります。 

 

•••• xxx.xxx.xxx.xxx 

•••• xxx.xxx.xxx.xxx;xxx.xxx.xxx.xxx; .... 

•••• xxx.xxx.xxx.xxx/network_prefix_length  

••••  

 DNS フィールドにホストのエントリがあっても、逆引き DNS エントリがない場合、NFS への接続 

 は機能しません。 
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■■■■Linux/UNIXLinux/UNIXLinux/UNIXLinux/UNIX 設定設定設定設定    

 
Linux(もしくは UNIX)のコンソールより以下コマンドで、iX で NFS 共有したディレクトリをマウントします。 

 『 mount -t <iX の IP アドレス>: /share/<共有名>  /<マウントポイント> 』 

例． 

 

NOTENOTENOTENOTE    ●●●●    NFS v3 , v2 の対応となりますので、デフォルトで NFS v4 でマウントする NFS クライアントは必ずオプションに 

〝vers=3〝(もしくは〝nfsvers=3〝)を追加してマウントしてください。 

 

    ●●●●    NFS のパフォーマンスを向上させるには、お客様の環境(ファイル数、階層、容量、アクセスパターン等)に依存して 

大きく変わりますので、環境に最も適切な値について検証することを推奨します。 
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5.5.5.5.iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI 接続の設定接続の設定接続の設定接続の設定    
 

5555----1.1.1.1.iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI ターゲットの設定ターゲットの設定ターゲットの設定ターゲットの設定    

iX サーバが iSCSI ターゲット(iSCSI ストレージ)となるように設定します。事前に 3-4.iSCSI 用の論理ボリュームを作成す

る必要があります。 

 

「構成」 ����    「iSCSI ターゲット・マネージャー」 ����    「ターゲット」を選択します。 

IQN (iSCSI Qualified Name) 変更の必要がない場合は、「適用する」をクリックするとターゲットが作成されます。 

 

次に、左欄に作成されたターゲット名「target0」をクリックし、右欄の「ターゲット ボリューム マネージャ」で、iSCSI ボリューム

の「アクション」の「＋」ボタンをクリックして iSCSI ボリューム(LUN)を接続します。 

 

 

SCSI IDSCSI IDSCSI IDSCSI ID 論理ボリュームの SCSI identifier を入力することが可能です。各論理ユニットは一意の SCSI ID をつける必

要があります。例外は iSCSI フェールオーバー設定している場合で、フェールオーバー設定している場合 

プライマリ、セカンダリ側両方で同じ SCSI ID を入力して iSCSI ターゲットを起動します。 

RO RO RO RO         リード オンリー：ここにチェックが入っていると LUN は書き込み保護のかかったディスクとして表示されま 

す。RO 属性を変更する場合はボリュームをターゲットから外した状態で設定し、その後追加するようしてく

ださい。デフォルト設定では RO はチェックされません。 

WB WB WB WB         ライトバック キャッシュ：ここにチェックが入っているとデータの書き込みを早くすることができます。 ディ 

  スク・キャッシュにデータが書き込まれた段階で書き込み完了信号（アック）を返します。ディスク・キャッシュ 

はその後、ディスクに物理的な書き込みを行います。デフォルト設定では WB はチェックされません。 

 
RO、WB が不使用設定（チェック無し）の場合、デフォルトのライトスルー キャッシュが使用されます。この場合はディスクにデータ

が物理的に書き込まれた段階で、書き込み完了になります。 

 

[ターゲット ボリューム マネージャ] 機能では、１個の論理ボリューム内に１個のターゲット ボリュームを追加できます。 

 

NOTENOTENOTENOTE    必要な iSCSI ボリューム (LUN) と同じ数の論理ボリュームを作成してください。 
   

例えば 5 個の論理ボリュームを作成した場合、5 個の LUN を使用した１個のターゲットを作成すること、1 個の LUN のターゲットを 

5 個作成すること 2 個の LUN と 3 個の LUN で 2 個のターゲットを作成することなどを選択可能です。 
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 ブランチで [CHAP ユーザー] をクリックすると、CHAP ユーザー名とパスワードを指定して、名前 と論理ボリュームへのセキ 

ュア アクセスを管理できます。Microsoft iSCSI Initiator を使用する場合、パスワードは 12 ～ 16 文字にする必要があります。 

    

ターゲットターゲットターゲットターゲット IP  IP  IP  IP アクセスアクセスアクセスアクセス        

 ターゲットへのアクセスを許可または拒否するネットワーク クラスまたは個別の IP アドレスを指定 

 できます。各エントリはセミコロンで区切ります。 

 

NOTENOTENOTENOTE ●アクセスを拒否 または アクセス許可 フィールドにエントリがない場合は、すべての人がターゲットにアクセスでき 

ます。アクセス許可 フィールドに少なくとも 1 エントリを指定すると、それに一致しないすべてのクライアントがター 

ゲットにアクセスできなくなります。 

 ●アクセスを拒否 フィールドに少なくとも 1 エントリを指定すると、そのネットワーク クラス アドレスに含まれる  

CHAP ユーザーは、ターゲットへのアクセスを拒否されます。 

 ●アクセス許可 フィールドに IP アドレスを指定した場合は、同じアドレスがアクセス拒否 フィールドに指定されてい 

ても、そのアドレスの CHAP ユーザーはターゲットにアクセスできます。 

●●●●ターゲットへの既にアクティブなセッションは、新しく適用された設定に関係なく維持されます。設定の適用後に

すぐに設定を有効にするには、[メンテナンス] → [シャットダウン] → [接続のリセット] に移動し、接続を手動

でリセットします。保存されていないすべてのクライアント データ  が失われる可能性があることに注意してくだ

さい。 

 
ネットワーク クラス アドレスは、次の 2 つの形式で入力できます。 

• 192.168.2.0/255.255.255.0 - 標準形式 

• 192.168.2.0/24 - 短縮形式 

例例例例    
アクセスの拒否: 空白 (自動的に 0.0.0.0/0 となる) 

アクセスの許可: 192.168.2.30/0; 192.168.3.45 

 

この設定は、すべての IP アドレスまたはネットワーク クラス アドレスからのアクセスを拒否し、アクセス許可 フィールド内のア

ドレスだけがターゲットへのアクセスを許可されます。 
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5555----2.2.2.2.iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI イニシエータの構成イニシエータの構成イニシエータの構成イニシエータの構成    

Microsoft Windows Vista/7 並びに Server2008 より前のコンピュータ環境において、 iSCSI テクノロジが正しく機能するには、

iSCSI イニシエータ ソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。(ダウンロード先はマイクロソフト社にお問い

合わせください。尚、2012 年 8 月現在は http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=18986 より入手が可能で

す)。Linux OS も iSCSI Software Initiator(iscs-initiator-utils)をインストールする必要がありますので、ダウンロード先は各ディスト

リビュータにお問い合わせください。 

 

正しいソフトウェア構成は、Windows XP/2003 システムにディスク レターを追加して個別にターゲット ボリュームをインストール

するか、Linux/UNIX システムのフォルダと同様にサブフォルダとしてインストールするかによって異なります。これらのすべての

機能は、[管理ツール]    ����    [ディスク管理] からアクセスできます。 

 

■■■■Microsoft iSCSI SoftwaMicrosoft iSCSI SoftwaMicrosoft iSCSI SoftwaMicrosoft iSCSI Software Initiatorre Initiatorre Initiatorre Initiator でのでのでのでの iSCSI  iSCSI  iSCSI  iSCSI の接続方法の接続方法の接続方法の接続方法    
 

最初に、iSCSI イニシエータ パッケージをインストールする必要があります。Microsoft iSCSI Software Initiator パッ

ケージをインストールするには、管理者としてログインする必要があります。 

 

以下は Windows Server 2003 での説明になります。 

 

1. インストールが完了したら、スタート･メニュー、プログラムより Microsoft iSCSI Initiator を起動します。 

 

2. iSCSI ターゲットにパスワードを設定している場合は Secret ボタンを押して、Initiator CHAP secret にユーザー名

とパスワードを入力して下さい。そして Save ボタンで確定します。 

 

 
 

3. Discovery タブをクリックし、Target portal の Add ボタンをクリックして、iSCSI ターゲットの IP アドレスを入力しま

す。 
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4. ユーザー名、パスワードを入力する場合は Advanced ボタンをクリックして表示される CHAP logon information 欄

にユーザー名とパスワード（パスワードは Target secret）に入力します。OK ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

5. 次に Targets タブに移動します。そこに、検出された iSCSI ターゲットとそのステータスが表示されます。 

    

NOTENOTENOTENOTE    Microsoft iSCSI イニシエータ は、動的ディスクをサポートしません。ターゲット パスワードには、12 ～ 16 文字の英 

        数字を使用する必要があります。 

  詳細については、Microsoft iSCSI イニシエータのマニュアルとリリース ノートを参照してください。 

  これらは、Microsoft の Web サイトから入手できます。 

 

NOTENOTENOTENOTE    iSCSI ターゲットとクライアント ステーションの時刻設定を軽視しないでください。 

 これらの設定は同じである必要があります。時刻は、Web インターフェースのメニューの [セットアップ] � [hardware  

 (ハードウェア)] から、[時刻の設定] 機能で同期させることができます。 

 
6. ここで “Log On to Target”ボタンをクリックし、必要な設定をした上で”OK”ボタンをクリックします。次に Targets

タブに移動します。そこに、検出された iSCSI ターゲットとそのステータスが表示されます。 
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これで iSCSI ターゲットはドライブとして OS に認識されましたので、使用できるように登録を行います。 

 

7. コントロール･パネル、管理ツール、コンピュータの管理でディスクの管理をクリックします。そこには新たに追加さ

れたドライブが表示されています。不明と表示されているディスク１の文字のうえで右クリックし、初期化を選択し

ます。 

 

 
 

 

8. 初期化のダイアログ･ボックスが表示されますので初期化するディスクを指定します。 

 

 
 

9. 次に初期化されたボリューム内で右クリックし、パーティションの設定、論理ドライブに設定（ドライブ文字の割り当

て）、フォーマットを順々に行います。 

    
注意注意注意注意！！！！！！！！！！！！    

 

 

この例の場合はＦドライブとして iSCSI ターゲットは割り当てられ、システムから認識されました。 

 

 
 

 

スナップショットを使用する場合パーティションは必ずベーシックを選択してください。 
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■■■■LinuxLinuxLinuxLinux    OpenOpenOpenOpen----iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI software iSCSI initiator software iSCSI initiator software iSCSI initiator software iSCSI initiator でのでのでのでの iSCSI  iSCSI  iSCSI  iSCSI の接続方法の接続方法の接続方法の接続方法    

  
最初に、iSCSI イニシエータ パッケージ(iscsi-initiator-utils)をインストールする必要があります。 

 以下、Redhat Enterprise Linux 5.6 での接続方法になります。 

 

1. Linux 上で iscsi-initiator-utils パッケージがインストールされていること、iSCSI サービスが起動していることを確

認します。 

 

 

NOTENOTENOTENOTE ●iscsi-initiator-utils パッケージがインストールされていない場合は、OS インストール用の CD から 

  インストールしてもらうか、`yum install iscsi-initiator-utils`でインストール実施してください。 

 ●iSCSI のサービスが起動していない場合は、`/etc/init.d/iscsi start`を実施してください。 

 ●`chkconfig --list iscsi`で 3，5 が「off」になっている場合は、`chkconfig iscsi on`を実施してください。 

 

2. 次に iX の iSCSI ターゲット情報を Initiator 側のデータベースに取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 表示されたターゲット情報のうち、接続したいターゲットを選択してログインを実施します。 

 

 

 

 

 

 
4. セッションがつながると OS 上に新たな SCSI デバイスとして認識しますので、あとは通常通り OS のディスクの追

加手順を実施してください。パーティション作成(fdisk、parted)、ファイルシステム作成(mkfs)、マウント(mount)  
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6.6.6.6.レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション    クイックガイドクイックガイドクイックガイドクイックガイド    
 

6666----1.1.1.1.レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション        

iX では 2 種類のレプリケーションをサポートしています。それぞれボリューム・レプリケーションとデータ複製です。 

ボリューム・レプリケーションはソフトウエア RAID の RAID１と同じミラーリング機能をイーサネット、WAN を通じて実行し

ます。技術的には DRBD のプロトコル C を使用します。プロトコル C の場合は完全同期でデータの複製が可能です。し

かし、ネットワーク負荷がかかり、システムのパフォーマンスが落ちるという欠点があります。iX ではレプリケーション専

用に別ネットワークを組むことをお勧めしています。 

iSCSI ボリューム、NAS（NFS のみ）ボリュームの場合、フェールオーバー機能もサポートしています。フェールオーバー

機能の詳細は次章をご参照ください。 

データ複製は rsync+snapshot 技術を使用し、スナップショットで固定したデータを非同期で複製先に複製します。LAN 外

でも使用可能ですが、NAS ボリュームのみのサポートとなります。 

    

サポートするレプリケーションの一覧は以下の通りです； 

 

 

 
 

ここでは、データ複製、並びにボリュームレプリケーションについて概略を説明しています。 

詳細な設定手順書については、別紙（iX データ複製マニュアル/iX ボリュームレプリケーションマニュアル）をご参照くだ

さい。 
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6666----2.2.2.2.DRBDDRBDDRBDDRBD の概要の概要の概要の概要    

 
プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル CCCC：：：：同期レプリケーションプロトコル。プライマリノードへのローカルの書き込みオペレーションはローカルディス

ク、リモートディスク両方への書き込み完了が確認できた段階で完了となります。そのため、データロス発生の可能性が

きわめて低いプロトコルです。両ノード（そのストレージサブシステム）が同時にクラッシュした場合はデータロスの可能

性があります。 

 

6666----3.3.3.3.データ複製データ複製データ複製データ複製    

データ複製の設定方法はいろいろなタブに移動する必要があるため、ここで設定方法をご説明します。データ複製はバ

ックアップの一方法で、NAS ボリュームでご使用いただきます。 

注意！！！注意！！！注意！！！注意！！！ 

 
全体の流れは以下の通りです： 

 

複製元、複製先それぞれ同様の NAS 用の論理ボリュームを作成します。 

複製元のデータがある iX サーバーの論理ボリュームにスナップショットを設定します。 

 

 

 

複製元と先はかならず同じ容量に設定してください。    

 
 

複製元複製元複製元複製元    複製先複製先複製先複製先    
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一般的にはスナップショットを行うターゲット論理ボリュームの 10％～15％がスナップショットの容量値として適していま

す。（但し、差分容量に依存していますので、十分にご注意ください。） 

 

複製元および複製先の iX サーバーで複製エージェントを使用設定します。 

 

• 「構成」 ����    「NAS 基本設定」で「データ複製エージェント

を有効にする」を選択し、「適用する」をクリックします。 
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複製元および複製先として使用する共有を作成します。複製先のみ、その共有部の設定で複製エージェントの各種設定をし 

ます。 

NOTENOTENOTENOTE ここでは、複製先へログインできるユーザ名、パスワード、複製元の IP アドレスを入力します。 

 

複製元のデータがある iX サーバーで複製タスクを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「メンテナンス」 ����    「バックアップ」 ����    「データ複製」で各項目設定して、「適用する」をクリックします。 

 

タスク名タスク名タスク名タスク名            任意の名称を入力します。 

複製元の共有複製元の共有複製元の共有複製元の共有        レプリケーションしたいボリュームを選択します。プルダウンから作成している共有名を選択でき 

    ます。 

スナップショットスナップショットスナップショットスナップショット        選択した共有（論理ボリューム）に任意で割り当てられているスナップショットが自動的に選択さ 

    れます。 

複製先複製先複製先複製先 IPIPIPIP        複製先の IP アドレスを入力します。    

複製先の共有複製先の共有複製先の共有複製先の共有        更新ボタンをクリックすると自動的に複製先で使用できる共有名を自動的に検出して、横のプ 

    ルダウンより選択できるようになります。 

    

NOTENOTENOTENOTE 複製タスクを作成する際は必ず、複製元とネットワークがつながる状態で設定してください。 

 

複製先エージェントのログイン名、パスワード複製先エージェントのログイン名、パスワード複製先エージェントのログイン名、パスワード複製先エージェントのログイン名、パスワード     複製先の複製エージェントで設定したログイン、パスワードを 

       指定します。 

複製エラーのログ複製エラーのログ複製エラーのログ複製エラーのログ     複製エラーを記録する場合にオンにします。 

ACLACLACLACL の使用の使用の使用の使用                    ファイルを複製するときに ACL の認証を使用したい場合にチ 

       ェックを入れてください。  

ファイルを削除しないファイルを削除しないファイルを削除しないファイルを削除しない                チェックが入っていないと、同期先にあるファイルで同期元と 

       同じ名称のものを削除されます。 

       削除したくない場合はチェックを入れておいてください。 
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複製タスクのスケジュールを設定し、複製を起動します。 

 

 
データの複製のツリー図に作成されたデータ

複製タスクを選択します。 

 

左図の場合は「data_replication 」をクリックし

ます。 

 

 

 

  
スケジュール方法は以下の通り、毎週何時開始や等間隔で設定が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 
複製タスクの確認 

 

 
「ステータス」 ����    「タスク」 ����    「データ複

製」で確認することができます。 
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6666----4.4.4.4.ボリューム・レプリケーションボリューム・レプリケーションボリューム・レプリケーションボリューム・レプリケーション    

ボリューム・レプリケーションはボリュームのミラーリングを同期の場合は LAN を通じて、非同期の場合は LAN または

WAN を通じて行います。ボリューム・レプリケーションは基本的にブロック・レベルのレプリケーションを行います。ただし、

仮想化ソフトウエアのパフォーマンスを向上させるためにファイル I/O も選択可能です。ボリュームは iSCSI、NAS、FC の

いずれでもレプリケーション可能です。 

また、iSCSI フェールオーバーを使用する場合は下層でのボリューム・レプリケーションが必須です。 

    

注意！！！注意！！！注意！！！注意！！！    

    

重要！！！重要！！！重要！！！重要！！！    

    

 
1. 複製元および複製先で全く同じサイズで論理ボリュームを作成します。 

    

 

必ず、ボリューム作成の際にボリューム複製の使用にチェッ

クを入れておきます。 

 

一度作成した論理ボリュームを複製する場合はアクションか

ら該当論理ボリュームを選択して(変更 lv001 など)、チェック

して適用してください。 

 

 

 

2. 複製先で複製先ボリュームであることを明示する設定します。 

 

 

「構成」 ����    「ボリューム・マネージャー」 ����    「ボリュー

ム・レプリケーション」で「実行先」および「メタデータのクリ

ア」にチェックを入れて、「適用する」をクリックします。 

 

レプリケーション元と先はかならず同じ容量に設定してください。 

１．レプリケーションする元のボリュームがある iX サーバーの設定 

２．レプリケーションでは両方のサーバーの時刻設定が同じである必要があります。 

必ず、時刻設定を同じに設定してください。 

 

iSCSI ボリュームの場合はさらに IO タイプを選択してください。File 

I/O にチェックを入れない場合は自動的にブロック I/O となります。 

 

基本的にはブロック I/O をおすすめしますが、VMware、Virtualiron

などの仮想化ソフトウエアと組み合わせる場合は安定性の観点か

らファイル I/O をおすすめします。 

 

ファィル I/O でデータ保護を行う場合はディスクに０を書き込む初期

化が必要になります。 

ファイル I/O の初期化はディスク容量によっては大量の RAM、CPU

能力が必要になります。 
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3. 複製先で複製元サーバ、複製元で複製先サーバを指定します。 

 

「構成」 ����    「ボリューム・マネージャー」 ����    「ボリュー

ム・レプリケーション」で「実行先」」および「メタデータのク

リア」にチェックを入れて、「適用する」をクリックします。レ

プリケーションが WAN 越えの場合は、「WAN」にチェック

入れてください。 

 

 

4. 複製元でボリュームレプリケーションタスクを設定します。 

 

「構成」 ����    「ボリューム・マネージャー」 ����    「ボリ

ューム・レプリケーション」で任意のタスク名、実行ボ

リュームを設定します。 

複製先と接続が確立している場合には更新ボタン

で複製先の論理ボリュームが自動的に表示さ

れます。 

 

 

 

 

帯域幅を制御する場合には、「ソース同期の帯域幅」（MB/s 単位）を指定してください。1～600MB で指定が可能です。 

 

注意！！！注意！！！注意！！！注意！！！    

 
 

5. 最後に同期（リアルタイム、スケジューリング）を実行します。 

 

 

左図のように複製タスクマネジャー内に作成されたタス

クが表示されます。ここで をクリックしていただくと、

ボリューム・レプリケーションが開始されます。これはリ

アルタイム同期のため開始時期のみ表示されます。 

    

左図が開始したレプリケーションのタスクマネジャー画

面です。この画面で をクリックしていただくと、ボリ

ューム・レプリケーションが停止します。 

    

 

 

 

 

 

 

帯域幅は最初に設定すると変更できません。 

ボリューム・レプリケーションはリアルタイムで行われるためシステムの反応が遅くなり、ネットワ

ークをデータが複数回転送されるためネットワーク負荷が大きくなります。 

iX ではレプリケーション用に専用ネットワークを構築することをお勧めしています。 
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このとき、レプリケーション先のボリュームでは自動で vol_replication_reverse というタスクが作成され、開始されています。

そのため、レプリケーション先のボリュームをその他の用途に割り当てることはできません。 

 

    

    

    

    

    

                                                        初期同期中初期同期中初期同期中初期同期中    

    

    

                                                                                                                                                                                        初期同期完了後初期同期完了後初期同期完了後初期同期完了後    
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7.7.7.7.自動フェー自動フェー自動フェー自動フェールオーバーの設定クイックガイドルオーバーの設定クイックガイドルオーバーの設定クイックガイドルオーバーの設定クイックガイド        
 

フェールオーバー機能とは、ボリューム・レプリケーションでミラーリングされている 2 個の iSCSI ボリュームもしくは NAS（NFS）ボ

リュームに仮想 IP アドレスを設定し、プライマリ側のボリュームに障害が発生した場合に、自動的にセカンダリ側のボリュームに

切り替わり、アクセスしているユーザーにはシームレスにボリュームを提供するソリューションです。 

 

現在サポートしているのは Active/Passive、マニュアル・フェールバックモデルのみです。 

すなわち、常時プライマリ側が動作しており、プライマリ側に障害が発生した場合に、自動的にセカンダリ側ボリュームに切り替

わります。プライマリ側の障害が復旧した場合は、手動で両ボリュームの同期を取ってから、手動でフェールバックします。 

また、現在フェールオーバー情報は SNMP に反映されません。 

 

正常時すべてのアクセスはプライマリ側、障害時すべてのアクセスはセカンダリ側となります。 また、レプリケーション

機能は停止します。 

 

7777----1.1.1.1.フェールオーバー要件フェールオーバー要件フェールオーバー要件フェールオーバー要件        

１． ２台の iSCSI もしくは NAS(NFS のみ)システム 

２． システムごとに２枚以上の NIC 

一枚がデータ、レプリケーション用、もう一枚が同期確認用に使用されます。 

３． ネットワーク上の Ping node 

Ping できるネットワーク内のノードであればシステムは問いません。 

ルーターに設定することも可能です。 

４． 全システム時刻の同期を実施してください。NTP サーバーとの時刻同期を推奨します。 

   

NOTENOTENOTENOTE NIC の推奨使用枚数は以下の通りです。    

  レプリケーション用ネットワーク： ギガビット・イーサーネット以上の NIC を使用。 

   データ用(iSCSI、NFS)ネットワーク： ギガビット・イーサーネット以上の NIC を使用。 

   ハートビート線用ネットワーク： ギガビット・イーサーネット以上の NIC を使用。 

 

重要！！！重要！！！重要！！！重要！！！    

    

NOTENOTENOTENOTE    ブロックブロックブロックブロック I/OI/OI/OI/O とファイルとファイルとファイルとファイル I/OI/OI/OI/O についてについてについてについて(iSCSI(iSCSI(iSCSI(iSCSI のみのみのみのみ))))    

 iX サーバーは標準でデータ複製にファイル I/O、ボリューム・レプリケーションにブロック I/O を使用 します。iSCSI ボ 

リュームの場合はボリューム・レプリケーションでファイル I/O を選択可能です。 

 ファイル I/O はファイルを複製するのに導入が簡単な方法です。不利な点は速度が遅い、遅延時間があるということ 

と、ほとんどのアプリケーションがネットワーク共有にインストールできない、と言う事実です。ブロック I/O はディスクに 

直接アクセスする方法で速度が速く、遅延時間が最小限で、可用性も高くなります。不利な点はファイルを共有する能 

力をそのままでは持たないということ、内部動作が複雑なこと、そして一般的にコストが高いことです。 

  iX サーバーの iSCSI ターゲットの場合にはブロック I/O とファイル I/O を選択可能です。ブロック I/O の場合は論理ボ 

リュームに直接アクセスする I/O となります。ファイル I/O の場合はファイル・キャッシュなどの追加レイヤを使用しま 

す。 

安全性が高いのはブロック I/O です。VMware やデータベースを使用した場合に十分な安全性と安定性向上を図れる

のがファイル I/O です。 

 ファイル I/O は技術的には IET（iSCSI エンタープライズ・ターゲット）にマウントする XFS パーティ ションに LUN を 

構成し、iSCSI ターゲットを割り当てます。 

仮想化ソフトの仕様によって設定が必要な場合があります。仮想化ソフトウエアのマニュアルなどを

参考に正しい設定を行ってください。特に iSCSI の場合は、ブロック I/O、ファイル I/O どちらか、LUN

番号などにご注意ください。 
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NOTENOTENOTENOTE  Ping node の推奨機器はありません。ネットワーク内で Ping に応答するデバイスであれば、サーバ、 ルーターな 

 ど何でもかまいません。 

    

Ping nodeに設定する機器はフェールオーバー設定している2台のサーバー以外のデバイスが必要です。 

Ping nodeを使用してデバイスを確認するシナリオは以下のようになります。 

 

１）データ用の回線にトラブルがあった場合 

プライマリ側はハートビート線を使用し、セカンダリ側が使用可能かどうか、データ回線の接続が落ちたのかを確認可 

能です。 

２）プライマリ側サーバーがハートビート線から通信不能の場合 

セカンダリ側サーバーはデータ用回線とping nodeを使用してプライマリ側サーバーがアクティブであるかを確認可能 

です。 

３）セカンダリ側サーバーがハートビート線から通信不能の場合 

プライマリ側サーバーはデータ用回線とping nodeを使用してセカンダリ側サーバーがアクティブであるかを確認可能 

です。 

    

7777----2.2.2.2.フェールオーバー構成例フェールオーバー構成例フェールオーバー構成例フェールオーバー構成例    

フェールオーバー設定の順序を記載しています。設定がうまくいかないときは順番にチェックして下さい。 

 

本マニュアルでの構成は以下のようになっております。 

 

■プライマリ側 (Active) 
eth0(データ用ハートビート) ： 192.168.0.20/24 

eth1(ハートビート用) ： 192.168.1.20/24 

eth2(レプリケーション用) ： 172.16.200.227/16 

 

■セカンダリ側 (Passive) 
eth0(データ用ハートビート) ： 192.168.0.21/24 

eth1(ハートビート用) ： 192.168.1.21/24 

eth2(レプリケーション用) ： 172.16.200.237/16 

 

■データ用エイリアス 
NIC   ： eth0 

データ用仮想 IP アドレス ： 192.168.2.1/24 

 

■Ping Node 
Ping Node1  ： 192.168.0.80 
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7777----3.3.3.3.フェールオーバー設定手順フェールオーバー設定手順フェールオーバー設定手順フェールオーバー設定手順    

 

1. 「セットアップ」 ����    「ネットワーク」  

プライマリ側、セカンダリ側それぞれのシステムで物理的なネットワーク構成を設定します。 

 その中にはボンディング、IP アドレス、DHCP 設定などを含みます。 

 

2. 「構成」 ����    「ボリューム・マネージャー」 （及びボリューム・レプリケーション） 

プライマリ側、セカンダリ側それぞれ iSCSI もしくは NAS(NFS)ボリュームを同サイズ、ボリューム 

複製付きで作成します。 

 

3. セカンダリ側のボリューム・レプリケーション・モードを「同期先」に設定し、ミラーサーバーIP 欄にプライマリ側の IP アド

レスを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. プライマリ側のボリューム・レプリケーション・モードを「同期元」に設定し、ミラーサーバーIP 欄にセカンダリ側の IP アド

レスを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. プライマリ側、セカンダリ側で iSCSI もしくは NFS の設定を同一にします。 
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■■■■iSCSIiSCSIiSCSIiSCSI の場合の場合の場合の場合    

 
1. 「構成」 ����    「iSCSI ターゲット・マネージャー」  

プライマリ側、セカンダリ側それぞれターゲット名を入力して iSCSI ターゲットを作成します。 

 

 

2. 次にプライマリ側で作成した iSCSI ターゲット(ここでは「target0」)をクリックして iSCSI ターゲット名、SCSI ID、LUN、

ターゲットの IQN、新しいエイリアス名を確認して iSCSI ターゲットを起動( をクリック)します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. セカンダリ側でもターゲット名

を入力して iSCSI ターゲットを作成します。その際、iSCSI ターゲット名、SCSI ID、LUN をプライマリ側と完全に同一

にして iSCSI ターゲットを起動します。 

 

 

    
    

    
    

重要！！！重要！！！重要！！！重要！！！    

VMware、Virtualiron などの仮想化ソフトウエアを使用する場合、LUN は０以外を選択してください。また、

RO、WB には絶対にチェックを入れないでください。CHAP の設定は仮想化ソフトウエアによってはサポ

ートしていないので十分ご注意ください。 
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■■■■NFSNFSNFSNFS の場合の場合の場合の場合    

 
1. 「構成」 ����    「NAS 基本設定」  

 プライマリ側、セカンダリ側それぞれ「NFS 使用」にチェックをいれて、「適用する」をクリックします。 

 
 

2. 「構成」 ����    「NAS リソース」 ����    「共有」 

プライマリ側で共有を作成します。 

3. プライマリ側、「NFS 共有アクセス」 ����    「NFS の使用」にチェックをいれ、各種オプションを設定して、

「適用する」ボタンをクリックすると設定が反映されます。(同一の設定にします。) 

 

 

重要！！！重要！！！重要！！！重要！！！    

 

 

 

 

 

 

    

    

必ず、プライマリ側、セカンダリ側の設定は同じにしてください。異なる場合はフェイルオーバーされた際

に継続的にアクセスできなくなります。 
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6. プライマリ側でボリューム・レプリケーション・タスクを作成し、レプリケーション・タスク・マネジャーでそのタスクを開始し

ます。 

 

 

※詳細は「6-4.ボリュームレプリケーション」

項参照 

 

 

 

 

 

 

⇦⇦⇦⇦ 初期同期中 

 

 

 

⇩⇩⇩⇩ 初期同期完了後 
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7. プライマリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」  

 「フェールオーバー構成」を設定して、「適用する」をクリックします。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

フェールオーバーを使フェールオーバーを使フェールオーバーを使フェールオーバーを使用設定する用設定する用設定する用設定する    フェールオーバーを設定する場合は、必ずここをチェックしてください。 

Network connection modeNetwork connection modeNetwork connection modeNetwork connection mode  「Unicast」および「Broadcast」が選択可能です。推奨は単一で接続可能 

な「Unicast」になります。 

     「Broadcast」を選択すると不要なパケットがネットワーク上を流れます。 

Network interface for unicastNetwork interface for unicastNetwork interface for unicastNetwork interface for unicast        「Network connection mode」で「Unicasｔ」を選択した場合には、どのネット 

ワークで通信するか指定してください。ここでは、プライマリ側データ用ハ

ートビートの IP アドレスを指定します。 

ローカルホストのプライマリノードと設定ローカルホストのプライマリノードと設定ローカルホストのプライマリノードと設定ローカルホストのプライマリノードと設定    プライマリノードになるのでチェックをいれます。 

     「セカンダリノードの IP」  

こちらはセカンダリ側データ用ハートビートの IP アドレスを指定しま 

す。 

     「Ping ノード IP」   

PingノードのIPアドレスを指定します。PingノードのマシンはGateway 

など、なるべく停止しないマシンの IP アドレスを指定してください。 

Trigger failoveTrigger failoveTrigger failoveTrigger failover on I/O errorsr on I/O errorsr on I/O errorsr on I/O errors        システム上にデータボリュームに対しての I/O エラーを検出した場合 

にフェールオーバーするか否かの選択になります。推奨はチェックを

入れてください。    
     「React only for volumes configured in failover」 

     こちらにチェックを入れた場合は、フェールオーバーで構成されたボ 

リュームのみI/Oエラーが出力した場合にフェールオーバーが実施さ 

れます。それ以外のシステム領域にエラーを検出してもフェールオー

バーされません。推奨はチェックを外してください。 

 

8. セカンダリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」  

 「フェールオーバー構成」を設定して、「適用する」をクリックします。 

 

プライマリ側同様、「フェールオーバーを使用設定する」

にチェックを入れて、 

Network connection mode：Unicast 

Network interface for unicast 

：セカンダリ側データ用ハートビートのIPアドレスを指

定してください。 

 

「ローカルホストのセカンダリと設定」にチェックをい

れ、プライマリ側のデータ用ハートビート IP アドレス

を指定してください。 
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9. プライマリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」の項目から「eth0」を選択します。 

    データ用仮想 IP アドレスを設定します。仮想 IP アドレスを設定するインターフェースをクリックして、以下項目を設 

定します。 (ここの設定例では、「eth0」を指定します。) 

 

 

「仮想 IP 使用設定」にチェックをいれ、データ用

IP アドレス、ネットマスク、ブロードキャストを指

定して、「適用する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

10. プライマリ側で互いを参照する「冗長

接続設定」を設定します。 

    ここでは、eth0、および eth1 でそれぞれ、ノード間通信で使用するセカンダリのアドレスを設定 

 します。 

 

NOTENOTENOTENOTE    最低 2 ポート設定が必要です。 

 
11. セカンダリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」の項目から「eth0」を選択します。 

    データ用仮想 IP アドレスを設定します。仮想 IP アドレスを設定するインターフェースをクリックして、以下項目を設 

定します。 (ここの設定例では、「eth0」を指定します。) 

 

 

「仮想 IP 使用設定」にチェックをいれ、データ用

IP アドレス、ネットマスク、ブロードキャストを指

定して、「適用する」をクリックします。 

 

NOTENOTENOTENOTE    必ずプライマリ側と同一設定 

        にしてください。 

 

 

 

 

 

 

eth0 eth1 
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12. セカンダリ側で互いを参照する「冗長接続設定」を設定します。 

    ここでは、eth0、および eth1 でそれぞれ、ノード間通信で使用するプライマリのアドレスを設定 

 します。 

 

NOTENOTENOTENOTE    最低 2 ポート設定が必要です。 

 

 

13. プライマリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」 

 フェールオーバーを利用するプロトコルを選択して「適用する」をクリックします。 

 本例では NFS、iSCSI 共に設定します。 

 

 

「Souce volume group」、「Destination volume group」 

は、フェールオーバー構成の場合、NFS デーモンの設定内容

が failover_data として別途格納されます。その保存先を指定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. プライマリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」 

  

 

 

「フェールオーバータスク」内の左欄にそれぞれ作成された

ボリュームレプリケーションが表示され 

 ますので、全てのタスクを右欄に移動し、「適用するを

クリックすることにより、フェールオーバータスクとして登録

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 eth0 eth1 
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15. プライマリ側、「セットアップ」 ����    「フェールオーバー」 

 

 

「フェールオーバーマネージャー」で「スタート」ボタンをクリック

するとフェールオーバー構成が開始されます。 

 

 

 

 

 

NOTENOTENOTENOTE    フェールオーバー構成がうまく開始されず、失敗してしまった場合は、理由を参照して対処してください。特にプライ

マリ及びセカンダリで同一設定にする部分が同一になっておらず、エラーになってしまうことが多いです。 

 

7777----4.4.4.4.フェールオーバー構成の起動停止フェールオーバー構成の起動停止フェールオーバー構成の起動停止フェールオーバー構成の起動停止、状態確認、状態確認、状態確認、状態確認    

 

【停止順】 セカンダリ側停止 → プライマリ側停止 

【起動順】 プライマリ側起動 → セカンダリ側起動 

 

■プライマリ側の確認■プライマリ側の確認■プライマリ側の確認■プライマリ側の確認    

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■セカンダリセカンダリセカンダリセカンダリ側の確認側の確認側の確認側の確認    
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8.8.8.8.設定の保存（重要）設定の保存（重要）設定の保存（重要）設定の保存（重要）    
 

8888----1.1.1.1.設定の保存設定の保存設定の保存設定の保存    

SmartNAS の各種設定(NAS/iSCSI 等)が完了しましたら、以下の方法で 必ず必ず必ず必ず    設定の保存を実施してください。 

以下の作業で作成したファイルは、万が一のリカバリ時に使用しますので大切に保管してください。 

 

保存する設定を選択し、[適用] をクリックします。設定は、ローカルのサーバーに保存したり ([設定の復元] 機能に表

示される)、ダウンロード可能なファイルに保存することができます。設定をローカルに保存するたびに新しいエントリが

作成され、復元時に、復元する設定として個別に選択できます。 

 

設定を復元するには、[設定の復元] 機能を使用します。 

 

1. Web GUI より、”メンテナンス”→”諸設定”を選択し、以下の様に”設定の保存”のメニューにおいて、”セットアップ”と”構 

成”と”ダウンロード”をクリックし、最後に”適用する”をクリックします。 

 

 
 

 
 
2. 以下の様に PC の画面上にポップアップメニューが表示されますので、この”settings.conf”を適当な場所に保管してくださ 

い。 
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9.9.9.9.リモートコンソールの使用リモートコンソールの使用リモートコンソールの使用リモートコンソールの使用    クイックガイドクイックガイドクイックガイドクイックガイド    
 

リモートリモートリモートリモート    アクセスアクセスアクセスアクセス        
 

この機能を使用して、ssh プロトコル (セキュア シェル) を使用してコンソール ツールをリモート管理できます。デフォルトのユー

ザーは「cli」です。この名前を変更することはできませんが、パスワードは変更できます。 

 
 

許可許可許可許可 IP IP IP IP            サーバー リモート アクセスを許可する IP アドレスを割り当てることができま 

す。(複数の場合はセミコロンで区切ります)。このフィールドを空白にすると、アク 

セス制限はなくなります。 

ポートの設定ポートの設定ポートの設定ポートの設定        大きなポート番号はポート スキャナから不可視なので、セキュリティの理由か 

ら、デフォルトのポートは 22222 になっています。既に使用されていない限り、 

ポートは 1024 ～ 65535 の範囲で変更できます。 
パスワードパスワードパスワードパスワード            パスワードの長さは最小 8 文字です。強力なパスワードを使用してください。 

パスワードの確認入力パスワードの確認入力パスワードの確認入力パスワードの確認入力    
 

パスワードには次の文字を使用できません。 

' " ` ^ & $ # [ ] \/ | * 

スペース 

 

Linux/MacOSX システムからサーバーに接続するには、次のコマンドを使用します。 

ssh -2 -p 22222 -l cli address_ip  

オプション: -2 は、接続に使用される ssh プロトコルのバージョンです。 

オプション: -p は、リモート アクセス用のポートです。 

オプション: -l は、ユーザーです (この製品では、ユーザー名を「cli」にする必要があります)。 

オプション: address_ip は、接続先のサーバーのアドレスです。 

 

リモート アクセス用としてサーバーで入力したパスワードが要求されます。 

Microsoft Windows からサーバーに接続するには、ssh クライアント Putty (www.putty.nl) が利用できます。Putty ク

ライアントの設定例は下記になります。 

 

1. [Host Name] (または IP アドレス) フィールドに、サーバーの IP アドレスを入力します。 

2. [Port] フィールドに、サーバーの GUI と同じポート (デフォルトは 22222) を入力します。 

3. [Protocol] では「SSH」を選択します。 

4. [Category: Connection]  [Data] → [Auto-login-username] に「cli」と入力します。 

5. [Terminal] → [Keyboard] → [The Function Keys and keypad] で「VT100+」を選択します。 

6. [Category Session] で[Saved Sessions] にセッション名を入力し、[Save] をクリックします。 

7. 次 に 、 新 し く 保 存 さ れ た セ ッ シ ョ ン を ク リ ッ ク し 、 [Open] を ク リ ッ ク し て 、 パ ス ワ ー ド を 入 力 し ま す 。

[Auto-login-username] を入力しなかった場合は、ユーザー名を入力するように要求されます。「cli」と入力してく

ださい。 
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使用例：使用例：使用例：使用例：    
 

 
前頁で設定したパスワードを入力してください。 

 

問題なくログインできましたら以下の画面になります。 

 
 
本画面での設定・使用方法は、別紙(ソフトウェア リファレンス マニュアル)第 2 章コンソールディスプレイをご確

認ください。 
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10.10.10.10.システムリカバリ手順システムリカバリ手順システムリカバリ手順システムリカバリ手順
 

 
1. システムインストール CD を用意します。USB CD ドライブを 1-3.各部名称を参照し SmartNAS に接続してください。電 

源投入時に CD ドライブにリカバリ CD を入れ、CD より起動（ブート）を行ってください。 

 

2. CD ブートすると右画面が表示されるので、そのまま Ent キーを押します。(Ent キーを押さなくても自動で起動します。) 

 

 
 
3. 以下画面(左)が表示されるので、「Run software installer」を選択してインストーラーを起動します。 

※何もせずに時間が経つと OS が CD ブートしますので、必ず選択してください。 

 

4. 下画面が表示されますので、「Agree」を選択し規約に同意します。 

 

 

選択画面 インストーラー起動画面 
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5. 以下の画面が表示されますので、”Drive1”にチェックをいれて、「OK」を選択します。 

   注：Drive 2 – Drive 6 は、お客様が使用されている NAS もしくは iSCSI のボリューム領域ですので、Drive 1 以外は決し 

て選択しないでください。 

 

 
 

6. 以下の画面が表示されるので、選択したドライブを確認し「Start」を選択し”Enter”を押します。 

 

 
 

7. 以下の画面に切り替わり、インストールが開始されます。インストールは約 1~2 分で終了します。 
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8. インストールが完了すると右画面が表示 

 されるので、「OK」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

9. 左画面が表示されるので、「Reboot」を選択 

 します。 

 

 

 

 

 

 

 

10. リスタート画面になった際に CDROM ドライブからリカバリ CD をイジェクトしてください。 

 

11. 右画面のブートローダーが起動するので、「64bit 

 system (2.6.27)」が選択されていることを確認します。 

  ※Version 番号（ここでは 2.6.27）については、出荷時期によっ 

    て、異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 左画面の状態になりましたら起動完了となります。 
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13. 次に第４章初期設定を参照し、SmartNAS のネットワーク(IP アドレス等)を再度設定し、ネットワークに接続できることをご

確認ください。確認後、WEB 管理画面にアクセスします。 

 

 

 

14. ライセンス条項の同意画面が表示されるので、 

 言語は「Japanese」を選択して、「agree」をクリッ 

 クします。 

 

 

 

 

 

 

 

15. ロ グ イ ン 画 面 が 表 示 さ れ る の で 、 パ ス ワ ー ド に

 「admin」を入力して、「ログイン」をクリックしま

 す。 

 

 

 

 

 

 

16. 左画面が表示されるので、「拡張キー ローダー」に

製品ライセンスキーを入力して、「適用する」をクリック

します。 
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17. 次にパッチ用 CD が存在する場合(無い場合には次のステップを実行してください。)、この CD からソフトウェアアップデート

します。「メンテナンス」＞「ソフトウェア更新」で「参照」ボタンをおして、upd_0915-DSS-V6.upd（例）を選択して「アップロー

ド」ボタンを押します。「合意する」ボタンが表示されるので、ボタンを押して再起動します。再起動後、正常に起動している

か確認してください。 

※こちらは WEB ブラウザを開いているマシンからパッチをアップロードしてください。 

 

 
 

18. 第７章にて保存しておいた設定ファイルをご用意してください。 

 

 

19. Web GUI から“メインテナンス”→”諸設定”を選択し、”設定のリストア”のメニューを表示させます。 

 

 
 

20. “設定のリストア”の参照ボタンをクリックし、第７章で保存した設定ファイルを選択します。 
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21. 該当の設定ファイルを選択し、”開く(O)”をクリックすると、先ほどの”設定のリストア”に設定ファイルが表示されます。 

 

 
 

22. “アップロード”をクリックすると以下の様に”設定のリストア”に設定ファイルの情報が表示されます。 

 

 
23. アクションの下の”✔ボタン”をクリックしてください。 

注意： 

”×ボタン”をクリックするとアップロードした構成ファイルを削除してしまいますので、決して” ×ボタン”は押さないでくださ

い。 

   “✔ボタン”をクリックすると、以下の様に再確認を促してきますので、確認後に”OK”ボタンをクリックしてください、 

 

 
 

24. リストアが成功した場合には以下の表示がされます。”OK”をクリックすると SmartNAS のリスタートが発生します。 

 

 
 

25. SmartNAS のリスタート後、各種設定が正しく戻ったかをご確認ください。 
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11.11.11.11.安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために    
 

 

警告警告警告警告    
� 本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないでください。  

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

� 本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合には、直ちに電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてくだ

さい。 

(すぐに販売店または弊社カスタマーサービスまでご連絡ください。そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となり 

ます。) 

 

� 本製品の内部に水などの液体や異物を入れないでください。 

(万一製品内部に水、異物等入ったときは、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社カスタマーサービスまでご連絡 

ください。) 

 

� 本製品を水を使う場所や湿気の多い所で使用しないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

� 電源コード等のケーブルを傷つけないでください。 

(特に、電源ケーブルを傷つけると火災や感電、故障の原因となります。万一ケーブルを傷つけたら販売店または弊社カ 

スタマーサービスまでご相談ください。) 

 

注意注意注意注意    
� 本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないでください。 

(機器が故障したり、倒れてケガの原因になります。) 

 

� 本製品に添付またはオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

� ぬれた手で電源プラグを触らないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。) 

 

� 電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないでください。 

(火災や感電、故障の原因となります。万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用ください。) 

 

� 電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用ください。 

(火災や感電、故障の原因となります。※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時 

的にアース線付きの３端子ー２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用ください。) 

 



doc_cl2nas_ix_v6_swist_v1.1.doc 

60 

 

12.12.12.12.修理ご依頼について修理ご依頼について修理ご依頼について修理ご依頼について    
 

 

サポート情報サポート情報サポート情報サポート情報    
別紙”ソフトウェアリファレンス マニュアル “第 3 章トラブルシューティングガイド、または下記 URL にアクセ

スしていただき、最新の FAQ をご参照下さい。 

 

http://www.newtech.co.jp/support/index.html 

 

サポート窓口サポート窓口サポート窓口サポート窓口    
FAQ で解決頂けない場合、下記 URL のサポート依頼フォームよりお問い合わせ下さい。 

 

http://www.newtech.co.jp/support/inquiry/index.html 

 

製品に関するご質問、障害に関するご連絡をいただく際は、必ず製品本体の型番、シリアル番号をご確認い

ただいた上、上記サポート依頼フォームにて必要事項をご入力いただき、お問い合わせをいただけますよう

お願いいたします。 

 

製品の無償修理につきましては添付されている保証書の規定に従います。 

    



doc_cl2nas_ix_v6_swist_v1.1.doc 

61 



doc_cl2nas_ix_v6_swist_v1.1.doc 

62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    株式会社ニューテック 

    〒105-0013 

    東京都港区浜松町 2 丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

    http://www.newtech.co.jp 

  

    Copyright© 2010,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 


